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【特集】 伊賀市の決算状況を報告します……2
芭蕉翁献詠俳句 特入選句などを紹介します………………6

令和２年度採用 会計年度任用職員を募集します………10

市政功労賞・善行賞受賞者…………………………………12

11 月の二次救急……………………………………………27

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

今月の表紙は 10 月５日に行われた高虎サミット in
伊賀上野の様子。詳しくは 22 ページをご覧ください。

もっと伊賀市を
知るアプリ

無料アプリ
「マチイロ」

スマホでも広報いが市が読めます。
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《
平
成
30
年
度
決
算
》

　
９
月
に
行
わ
れ
た
第
５
回
伊
賀
市
議

会
で
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
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。
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伊
賀
市
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報
告
し
ま
す

決
算
状
況
を

主な経費

歳出
（目的別）
468 億 2,466 万円468 億 2,466 万円

労働費

○雇用、勤労者対策事業　 5,312 万円

（0.2%）　7,383 万円

商工費（0.9%）                          4 億 66 万円
○企業立地促進経費

　　　　　　　  1 億 2,217 万円

○観光振興経費　　  9,204 万円

災害復旧費

○公共土木施設災害復旧事業

　　　　　　　　　 3 億 6,140 万円

○農林施設災害復旧事業

　　　　　　　　　 2 億 6,685 万円 

（1.7%）　8 億 345 万円

土木費

○社会資本整備総合交付金事業

　　　　　　　　　　3 億 8,362 万円

○市街地整備推進事業　1 億 154 万円

（4.9%）　22 億 8,546 万円

衛生費

○ごみ燃料化及び施設維持管理経費

　　　　　　　　　　10 億 6,944 万円

○ごみ収集経費　　　　4 億 1,190 万円

（12.3%）　57 億 6,568 万円

教育費

○小学校建設事業　　6 億 2,068 万円

○学校管理経費（小学校費）

　　　　　　　　　　3 億 2,238 万円

（7.1%）　33 億 2,792 万円

農林業費（3.6%）  16億8,403万円
○多面的機能支払交付金事業　2 億 422 万円

○中山間地域等直接支払交付金事業

　　　　　　　　　　　　　1 億 1,220 万円

消防費 （3.5%）                      16 億 3,440 万円

○消防団本部管理経費

　　　　　　　　  1 億 3,066 万円

○消防施設整備事業　   9,088 万円

民生費（29.4%）   137億 7,854万円

○障害者自立支援給付事業

　　　　　　　　　　　19億9,260万円

○私立保育所等運営費　13億4,554万円 

議会費（0.6%）   2 億 9,826 万円

○議員報酬・手当等　　　2億1,095万円

○議会運営費　　　　　　　　2,619万円

公債費（13.5%）   63 億 2,283 万円

○市債元金償還金　　 59億2,658万円

○市債利子　　　　　　3億9,613万円

総務費（22.3%）   104 億 4,960 万円

○庁舎管理経費　　　 　39億3,338万円

○調査企画推進事務経費　4億7,585万円

■特別会計（公営企業会計を除く）

　市には、国民健康保険事業など７つの特別会計と２つの財産区会計があります。

　平成29年度と比べると、特別会計全体の基金残高は約 5 千万円の増、市債残高は約 700 万円の減となります。

会計名 歳入額 歳出額 差引額 基　金 市　債

国民健康保険事業

住宅新築資金等貸付

駐車場事業

介護保険事業

サービスエリア

後期高齢者医療

食肉センター

島ヶ原財産区

大山田財産区

合　計

97億5,769万円

1,994万円

4,453万円

104億2,257万円

1,005万円

12億　568万円

8,974万円

3,047万円

1,394万円

215億9,461万円

98億4,124万円

8,563万円

4,443万円

100億6,897万円

955万円

11億8,735万円

8,974万円

2,999万円

1,243万円

213億6,933万円

▲8,355万円

▲6,569万円

10万円

3億5,360万円

50万円

1,833万円

－

48万円

151万円

2億2,528万円

4億8,754万円

11万円

－

6億5,350万円

5,842万円

－

735万円

2億3,888万円

9,819万円

15億4,399万円

718万円

1,374万円

－

－

－

－

－

－

－

2,092万円

設施な主物建地土分区

行政財産
公用財産 庁舎、消防施設など

公共用財産 学校、図書館、公営住宅、公園など

　  普通財産 上記以外（山林など）

合　　　計

33,492㎡

465,378㎡

30,918㎡

529,788㎡

106,382㎡

3,806,117㎡

2,837,734㎡

6,750,233㎡

市有財産の状況

■ 一般会計

▼歳入：484 億 1,181 万円

地方消費税交付金

義務的経費

（48.0％）

投資的経費

　　（17.5％）

その他

（34.5％）

　4 億 1,165 万円

51 億 5,126 万円

▼歳出：468 億 2,466 万円

歳入
歳出

（性質別）

自主財源

（41.9％）

依存財源

（58.1％）

人件費
　86 億 7,642 万円

扶助費
　74 億 3,769 万円

公債費
　63 億 2,283 万円

普通建設事業費
　74 億 844 万円

災害復旧費
　8 億 345 万円

物件費
　65 億 7,792 万円

補助費等
　40 億 3,500 万円

維持補修費

その他の経費

市税
　147 億 7,499 万円

分担金及び負担金
　7 億 4,418 万円

使用料及び手数料
　5 億 4,989 万円

繰入金
　14 億 9,760 万円

繰越金
12 億 177 万円

寄附金
　1 億 2,216 万円

　17 億 9,500 万円
地方譲与税
　5 億 6,276 万円

財産収入
　1 億 9,270 万円

県支出金
　26 億 6,017 万円

国庫支出金
　53 億 7,917 万円

市債
　71 億 4,520 万円

その他の交付金
　5 億 7,480 万円

地方交付税
　100 億 3,376 万円

諸収入
　11 億 7,766 万円

300

400

500

600

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

　市債は、いわゆる市の借金です。

　市民１人あたりでは、約 38 万円です。
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▼市債残高：555 億円

553

346

346

基金は、いわゆる市の貯金です。

市民１人あたりでは、約 17 万円です。
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▼基金残高：154 億円

143

市債残高

市債残高の
うち、臨時
財政対策債
を除く。

150

154

154

560

543

555

351

332

H29 H30H28H27H26H25H24H23H22H21H20

（単位：億円） （単位：億円）
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議
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で
、
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会
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決
算
状
況
を

主な経費

歳出
（目的別）
468 億 2,466 万円468 億 2,466 万円

労働費

○雇用、勤労者対策事業　 5,312 万円

（0.2%）　7,383 万円

商工費（0.9%）                          4 億 66 万円
○企業立地促進経費

　　　　　　　  1 億 2,217 万円

○観光振興経費　　  9,204 万円

災害復旧費

○公共土木施設災害復旧事業

　　　　　　　　　 3 億 6,140 万円

○農林施設災害復旧事業

　　　　　　　　　 2 億 6,685 万円 

（1.7%）　8 億 345 万円

土木費

○社会資本整備総合交付金事業

　　　　　　　　　　3 億 8,362 万円

○市街地整備推進事業　1 億 154 万円

（4.9%）　22 億 8,546 万円

衛生費

○ごみ燃料化及び施設維持管理経費

　　　　　　　　　　10 億 6,944 万円

○ごみ収集経費　　　　4 億 1,190 万円

（12.3%）　57 億 6,568 万円

教育費

○小学校建設事業　　6 億 2,068 万円

○学校管理経費（小学校費）

　　　　　　　　　　3 億 2,238 万円

（7.1%）　33 億 2,792 万円

農林業費（3.6%）  16億8,403万円
○多面的機能支払交付金事業　2 億 422 万円

○中山間地域等直接支払交付金事業

　　　　　　　　　　　　　1 億 1,220 万円

消防費 （3.5%）                      16 億 3,440 万円

○消防団本部管理経費

　　　　　　　　  1 億 3,066 万円

○消防施設整備事業　   9,088 万円

民生費（29.4%）   137億 7,854万円

○障害者自立支援給付事業

　　　　　　　　　　　19億9,260万円

○私立保育所等運営費　13億4,554万円 

議会費（0.6%）   2 億 9,826 万円

○議員報酬・手当等　　　2億1,095万円

○議会運営費　　　　　　　　2,619万円

公債費（13.5%）   63 億 2,283 万円

○市債元金償還金　　 59億2,658万円

○市債利子　　　　　　3億9,613万円

総務費（22.3%）   104 億 4,960 万円

○庁舎管理経費　　　 　39億3,338万円

○調査企画推進事務経費　4億7,585万円

■特別会計（公営企業会計を除く）

　市には、国民健康保険事業など７つの特別会計と２つの財産区会計があります。

　平成29年度と比べると、特別会計全体の基金残高は約 5 千万円の増、市債残高は約 700 万円の減となります。

会計名 歳入額 歳出額 差引額 基　金 市　債

国民健康保険事業

住宅新築資金等貸付

駐車場事業

介護保険事業

サービスエリア

後期高齢者医療

食肉センター

島ヶ原財産区

大山田財産区

合　計

97億5,769万円

1,994万円

4,453万円

104億2,257万円

1,005万円

12億　568万円

8,974万円

3,047万円

1,394万円

215億9,461万円

98億4,124万円

8,563万円

4,443万円

100億6,897万円

955万円

11億8,735万円

8,974万円

2,999万円

1,243万円

213億6,933万円

▲8,355万円

▲6,569万円

10万円

3億5,360万円

50万円

1,833万円

－

48万円

151万円

2億2,528万円

4億8,754万円

11万円

－

6億5,350万円

5,842万円

－

735万円

2億3,888万円

9,819万円

15億4,399万円

718万円

1,374万円

－

－

－

－

－

－

－

2,092万円

設施な主物建地土分区

行政財産
公用財産 庁舎、消防施設など

公共用財産 学校、図書館、公営住宅、公園など

　  普通財産 上記以外（山林など）

合　　　計

33,492㎡

465,378㎡

30,918㎡

529,788㎡

106,382㎡

3,806,117㎡

2,837,734㎡

6,750,233㎡

市有財産の状況

■ 一般会計

▼歳入：484 億 1,181 万円

地方消費税交付金

義務的経費

（48.0％）

投資的経費

　　（17.5％）

その他

（34.5％）

　4 億 1,165 万円

51 億 5,126 万円

▼歳出：468 億 2,466 万円

歳入
歳出

（性質別）

自主財源

（41.9％）

依存財源

（58.1％）

人件費
　86 億 7,642 万円

扶助費
　74 億 3,769 万円

公債費
　63 億 2,283 万円

普通建設事業費
　74 億 844 万円

災害復旧費
　8 億 345 万円

物件費
　65 億 7,792 万円

補助費等
　40 億 3,500 万円

維持補修費

その他の経費

市税
　147 億 7,499 万円

分担金及び負担金
　7 億 4,418 万円

使用料及び手数料
　5 億 4,989 万円

繰入金
　14 億 9,760 万円

繰越金
12 億 177 万円

寄附金
　1 億 2,216 万円

　17 億 9,500 万円
地方譲与税
　5 億 6,276 万円

財産収入
　1 億 9,270 万円

県支出金
　26 億 6,017 万円

国庫支出金
　53 億 7,917 万円

市債
　71 億 4,520 万円

その他の交付金
　5 億 7,480 万円

地方交付税
　100 億 3,376 万円

諸収入
　11 億 7,766 万円

300

400

500

600

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

　市債は、いわゆる市の借金です。

　市民１人あたりでは、約 38 万円です。
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▼市債残高：555 億円

553

346

346

基金は、いわゆる市の貯金です。

市民１人あたりでは、約 17 万円です。

50

100

150

200

H19

121
130

91

115

85 84

124

130

▼基金残高：154 億円

143
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市債残高の
うち、臨時
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を除く。
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（単位：億円） （単位：億円）
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健
全
化
判
断
比
率
は
、
地
方
公
共
団
体
の

赤
字
の
大
き
さ
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
）
や
借
金
返
済
額
の
大
き
さ

（
実
質
公
債
費
比
率
）
、
将
来
に
負
担
が
見

込
ま
れ
る
実
質
的
な
負
債
の
大
き
さ
（
将
来

負
担
比
率
）
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
29

年
度
か
ら

改
善
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
負
担
比
率
は
、

市
債
残
高
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
平
成

29
年
度
数
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

す
べ
て
の
指
標
で
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政

再
生
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政

状
況
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の

基
準
を
超
え
る
と
、
健
全
化
に
向
け
た
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
事
業
概
要

　
平
成
30
年
度
は
、
本
館
防
火
設
備
改
修
工
事
・

手
術
室
系
統
空
調
機
自
動
制
御
更
新
工
事
・
西
館

３
階
病
棟
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
改
修
工
事
を
実
施

し
病
院
機
能
の
改
良
を
図
っ
た
ほ
か
、
超
電
導
磁

気
共
鳴
診
断
装
置
や
手
術
顕
微
鏡
、
多
用
途
透
析

用
監
視
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
の
購
入
整
備
を
行

い
、
医
療
の
質
を
高
め
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
第
２
次
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
経
営

の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
は
12
期
連
続
し
て
い
た
赤
字
決
算
か
ら

脱
却
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
一
層
の
経
営
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ

る
公
立
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く

努
め
ま
す
。

■
事
業
概
要

　
平
成
30

年
度
の
主
な
事
業
は
、
伊
賀
市

水
道
広
域
化
促
進
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

上
神
戸
・
佐
那
具
町
地
内
で
は
新
規
給
水

エ
リ
ア
の
拡
大
事
業
を
、
緑
ケ
丘
南
町
・

上
野
車
坂
町
・
小
田
町
・
大
沢
・
阿
保
・

炊
村
地
内
な
ど
で
は
配
水
管
更
新
事
業
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
遠
方
監
視
設
備
設
置

工
事
な
ど
に
よ
り
施
設
機
器
の
更
新
を
図

り
、
安
定
し
て
水
道
水
を
供
給
で
き
る
環

境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
安
心
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を

安
定
的
か
つ
持
続
的
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

■
事
業
概
要

　
平
成
30
年
度
の
主
な
事
業
は
、
公
共
下
水
道
事

業
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
平
成
29
・
30
年
度
の

事
業
と
し
て
、
上
野
新
都
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
柘

植
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
監
視
制
御
設
備
な
ど
の
再
構

築
を
図
る
電
気
設
備
工
事
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
令
和
2
年
4
月

の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
、
山
田
南
地
区
の
管
路
施

設
・
処
理
場
建
設
工
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
後
、
下
水
道
普
及
率
の
向
上
を
通
じ
て
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

■
財
政
の
早
期
健
全
化
・

　再
生
に
関
す
る
指
標

　
　
　
　（
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
）

(単位：％)

実質赤字

比率

連結実質赤字

比率

実質公債費

比率

将来負担

比率

資金不足比率

病院事業 水道事業 下水道事業

伊賀市

※（　）内は平成29年度数値
該当なし 該当なし

11.9

（12.2）

81.3 

（79.8）
該当なし 該当なし 該当なし

早期健全化基準 11.93 16.93 25.0 350.0 経営健全化基準 20.0

財政再生基準 ――0.5300.0300.02

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 46 億 9,054 万円 46 億 8,404 万円 ― 増減額 ▲ 650 万円

事業費用 46 億 7,243 万円 44 億 3,197 万円 ― 不用額 2 億 4,046 万円

■病院事業の決算（消費税・地方消費税を含む）

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 3 億 2,003 万円 3 億 633 万円 ― 増減額 ▲ 1,370 万円

資本的支出 3 億 9,404 万円 3 億 8,166 万円 ― 不用額 1,238 万円

【問い合わせ】　上野総合市民病院病院総務課　☎24-1111　℻ 24-1565

平成 30年度 1日平均（※）

外来患者数（人） 70,395 289

入院患者数（人） 72,441 198

■利用状況

■市債残高　13 億 6,919 万円

※外来患者１日平均人数は、外来患者数を年間診療日

　数の 244 日で割っています。

※伊賀市の場合、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資金不足比率」は、黒字のため『該当なし』となります。

病

院

事

業

下

水

道

事

業

水

道

事

業

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 増減額

事業費用 不用額

■給水状況

■水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む）

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 増減額

資本的支出

―

31 億 4,721 万円

―

19 億 9,108 万円

34 億 7,654 万円

7 億 4,265 万円

32 億 1,231 万円

20 億 6,043 万円

226 万円

427 万円

34 億 8,929 万円

7 億 4,296 万円

不用額

▲ 1,275 万円

6,284 万円

▲ 31 万円

6,508 万円

■市債残高　135 億 2,313 万円

平成30年度
平成 29年度

からの増減

現在給水戸数（戸）

現在給水人口（人）

年間総配水量　Ａ（㎥）

年間総有収水量　Ｂ（㎥）

有収率　Ｂ／Ａ（％）

481

▲ 783

▲ 265,245

▲ 167,895

0.3

40,204

91,147

14,137,027

11,552,812

81.7

収益的収支 差　引繰越額決算額予算額

事業収益 増減額

事業費用 不用額

■給水状況

■下水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む）

資本的収支

資本的収入 増減額

資本的支出 不用額

■市債残高　151 億 2,201 万円

【問い合わせ】　上下水道部経営企画課　☎24-0001　℻ 24-0006

平成30年度
平成 29年度

からの増減

行政区域内人口　A（人）

処理区域内人口　B（人）

処理区域内水洗化人口C（人）

普及率　B／A（％）

水洗化率　C／ B（％）

年間有収水量（㎥）※

▲ 778

▲ 215

106

0.1

0.8

▲ 24,359

91,682

35,353

29,618

38.6

83.8

3,831,471

※使用料徴収の対象となった汚水量

―

25 億 3,140 万円

―

17 億 489 万円

31 億 4,018 万円

9 億 6,510 万円

26 億 9,955 万円

20 億 3,498 万円

1,388 万円

2 億 8,689 万円

31 億 3,411 万円

13 億 5,568 万円

607 万円

1 億 5,427 万円

▲ 3 億 9,058 万円

4,320 万円

差　引繰越額決算額予算額
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健
全
化
判
断
比
率
は
、
地
方
公
共
団
体
の

赤
字
の
大
き
さ
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
）
や
借
金
返
済
額
の
大
き
さ

（
実
質
公
債
費
比
率
）
、
将
来
に
負
担
が
見

込
ま
れ
る
実
質
的
な
負
債
の
大
き
さ
（
将
来

負
担
比
率
）
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
29

年
度
か
ら

改
善
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
負
担
比
率
は
、

市
債
残
高
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
平
成

29
年
度
数
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

す
べ
て
の
指
標
で
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政

再
生
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政

状
況
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の

基
準
を
超
え
る
と
、
健
全
化
に
向
け
た
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
事
業
概
要

　
平
成
30
年
度
は
、
本
館
防
火
設
備
改
修
工
事
・

手
術
室
系
統
空
調
機
自
動
制
御
更
新
工
事
・
西
館

３
階
病
棟
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
改
修
工
事
を
実
施

し
病
院
機
能
の
改
良
を
図
っ
た
ほ
か
、
超
電
導
磁

気
共
鳴
診
断
装
置
や
手
術
顕
微
鏡
、
多
用
途
透
析

用
監
視
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
の
購
入
整
備
を
行

い
、
医
療
の
質
を
高
め
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
第
２
次
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
経
営

の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
は
12
期
連
続
し
て
い
た
赤
字
決
算
か
ら

脱
却
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
一
層
の
経
営
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ

る
公
立
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く

努
め
ま
す
。

■
事
業
概
要

　
平
成
30

年
度
の
主
な
事
業
は
、
伊
賀
市

水
道
広
域
化
促
進
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

上
神
戸
・
佐
那
具
町
地
内
で
は
新
規
給
水

エ
リ
ア
の
拡
大
事
業
を
、
緑
ケ
丘
南
町
・

上
野
車
坂
町
・
小
田
町
・
大
沢
・
阿
保
・

炊
村
地
内
な
ど
で
は
配
水
管
更
新
事
業
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
遠
方
監
視
設
備
設
置

工
事
な
ど
に
よ
り
施
設
機
器
の
更
新
を
図

り
、
安
定
し
て
水
道
水
を
供
給
で
き
る
環

境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
安
心
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を

安
定
的
か
つ
持
続
的
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

■
事
業
概
要

　
平
成
30
年
度
の
主
な
事
業
は
、
公
共
下
水
道
事

業
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
平
成
29
・
30
年
度
の

事
業
と
し
て
、
上
野
新
都
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
柘

植
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
監
視
制
御
設
備
な
ど
の
再
構

築
を
図
る
電
気
設
備
工
事
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
令
和
2
年
4
月

の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
、
山
田
南
地
区
の
管
路
施

設
・
処
理
場
建
設
工
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
後
、
下
水
道
普
及
率
の
向
上
を
通
じ
て
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

■
財
政
の
早
期
健
全
化
・

　再
生
に
関
す
る
指
標

　
　
　
　（
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標
）

(単位：％)

実質赤字

比率

連結実質赤字

比率

実質公債費

比率

将来負担

比率

資金不足比率

病院事業 水道事業 下水道事業

伊賀市

※（　）内は平成29年度数値
該当なし 該当なし

11.9

（12.2）

81.3 

（79.8）
該当なし 該当なし 該当なし

早期健全化基準 11.93 16.93 25.0 350.0 経営健全化基準 20.0

財政再生基準 ――0.5300.0300.02

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 46 億 9,054 万円 46 億 8,404 万円 ― 増減額 ▲ 650 万円

事業費用 46 億 7,243 万円 44 億 3,197 万円 ― 不用額 2 億 4,046 万円

■病院事業の決算（消費税・地方消費税を含む）

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 3 億 2,003 万円 3 億 633 万円 ― 増減額 ▲ 1,370 万円

資本的支出 3 億 9,404 万円 3 億 8,166 万円 ― 不用額 1,238 万円

【問い合わせ】　上野総合市民病院病院総務課　☎24-1111　℻ 24-1565

平成 30年度 1日平均（※）

外来患者数（人） 70,395 289

入院患者数（人） 72,441 198

■利用状況

■市債残高　13 億 6,919 万円

※外来患者１日平均人数は、外来患者数を年間診療日

　数の 244 日で割っています。

※伊賀市の場合、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資金不足比率」は、黒字のため『該当なし』となります。

病

院

事

業

下

水

道

事

業

水

道

事

業

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 増減額

事業費用 不用額

■給水状況

■水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む）

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

資本的収入 増減額

資本的支出

―

31 億 4,721 万円

―

19 億 9,108 万円

34 億 7,654 万円

7 億 4,265 万円

32 億 1,231 万円

20 億 6,043 万円

226 万円

427 万円

34 億 8,929 万円

7 億 4,296 万円

不用額

▲ 1,275 万円

6,284 万円

▲ 31 万円

6,508 万円

■市債残高　135 億 2,313 万円

平成30年度
平成 29年度

からの増減

現在給水戸数（戸）

現在給水人口（人）

年間総配水量　Ａ（㎥）

年間総有収水量　Ｂ（㎥）

有収率　Ｂ／Ａ（％）

481

▲ 783

▲ 265,245

▲ 167,895

0.3

40,204

91,147

14,137,027

11,552,812

81.7

収益的収支 差　引繰越額決算額予算額

事業収益 増減額

事業費用 不用額

■給水状況

■下水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む）

資本的収支

資本的収入 増減額

資本的支出 不用額

■市債残高　151 億 2,201 万円

【問い合わせ】　上下水道部経営企画課　☎24-0001　℻ 24-0006

平成30年度
平成 29年度

からの増減

行政区域内人口　A（人）

処理区域内人口　B（人）

処理区域内水洗化人口C（人）

普及率　B／A（％）

水洗化率　C／ B（％）

年間有収水量（㎥）※

▲ 778

▲ 215

106

0.1

0.8

▲ 24,359

91,682

35,353

29,618

38.6

83.8

3,831,471

※使用料徴収の対象となった汚水量

―

25 億 3,140 万円

―

17 億 489 万円

31 億 4,018 万円

9 億 6,510 万円

26 億 9,955 万円

20 億 3,498 万円

1,388 万円

2 億 8,689 万円

31 億 3,411 万円

13 億 5,568 万円

607 万円

1 億 5,427 万円

▲ 3 億 9,058 万円

4,320 万円

差　引繰越額決算額予算額
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名
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▼
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結
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賀
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▼
塩
田
薮
柑
子
　
選

　
山
開
き
案
内
板
の
真
新
し 

伊
東
市
　
深
澤
　
美
智

　
空
白
の
句
帳
虚
ろ
に
炎
暑
の
夜 

伊
賀
市
　
山
下
　
葉
苗

▼
棚
山
波
朗
　
選

　
宇
治
川
の
闇
を
曳
き
ゆ
く
鵜
飼
舟 

奈
良
市
　
渡
辺
　
政
子

　
待
つ
ほ
ど
に
闇
の
と
と
の
ふ
薪
能 

奈
良
市
　
池
田
　
雪
彦

▼
西
村
和
子
　
選

　
辿
り
着
き
双
手
に
受
け
る
岩
清
水 

津
市
　
小
林
美
智
子

　
ポ
ケ
ッ
ト
に
貰
は
れ
て
ゆ
く
子
猫
か
な 

大
府
市
　
井
村
　
晏
通

▼
長
谷
川
櫂
　
選

　
藍
と
い
ふ
し
づ
か
な
色
の
浴
衣
か
な 

横
浜
市
　
三
玉
　
一
郎

　
手
花
火
や
て
ん
で
に
あ
は
れ
照
ら
し
ゐ
る

 

藤
岡
市
　
丸
山
　
直
樹

▼
星
野
椿
　
選

　
百
選
の
水
の
都
の
夏
料
理 

伊
賀
市
　
松
村
　
咲
子

　
水
よ
り
も
水
色
濃
ゆ
き
額
の
花 

三
重
県
　
木
戸
口
眞
澄

▼
正
木
ゆ
う
子
　
選

　
目
で
追
っ
て
揚
羽
と
時
間
共
有
す 

常
滑
市
　
竹
内
　
重
美

　
雀
の
子
飛
べ
ぬ
と
見
せ
て
飛
び
立
て
り 

横
浜
市
　
秋
元
　
　
正

▼
三
村
純
也
　
選

　
い
そ
い
そ
と
下
ろ
す
紅
緒
の
踊
下
駄 

名
古
屋
市
　
村
田
　
和
司

　
翔
び
立
ち
し
蛍
の
匂
ひ
手
に
残
る 

西
宮
市
　
杉
﨑
よ
し
こ

▼
宮
坂
静
生
　
選

　
大
空
の
資
源
は
無
尽
鰯
雲 

世
田
谷
区
　
石
川
　
　
昇

　
赤
翡
翠
こ
れ
が
最
後
の
一
目
惚 

小
平
市
　
後
藤
　
行
雄

▼
宮
田
正
和
　
選

　
お
う
お
う
と
山
の
神
呼
び
山
開
き 

伊
賀
市
　
西
野
登
志
子

　
初
蝶
の
ふ
れ
合
ひ
て
風
か
が
や
か
す 

伊
賀
市
　
福
田
　
容
子

芭蕉翁献詠俳句

　特入選句などを

　　　　紹介します

▼
有
馬
朗
人
　
選

　
歎
異
抄
手
擦
れ
て
ゐ
し
が
黴
び
て
ゐ
ず 

豊
中
市
　
小
畑
　
晴
子

　
能
面
を
打
ち
た
る
人
と
春
惜
む 

奈
良
県
　
濱
坂
み
ち
子

▼
稲
畑
汀
子
　
選

　
玉
虫
を
拾
ひ
蓑
虫
庵
に
腰 

大
阪
市
　
田
島
　
も
り

　
蕉
風
を
今
に
伝
へ
て
翁
の
忌 

神
戸
市
　
池
田
雅
か
ず

▼
茨
木
和
生
　
選

　
瓜
坊
の
猪
突
猛
進
あ
な
ど
れ
ず 
宝
塚
市
　
廣
田
　
祝
世

　
花
万
朶
夜
は
無
人
と
な
る
島
の 

北
九
州
市
　
永
田
　
英
子

▼
宇
多
喜
代
子
　
選

　
手
話
の
指
清
流
と
な
り
鮎
と
な
り 

東
海
市
　
加
藤
　
久
子

　
鐘
一
打
千
の
屋
根
越
え
暮
の
秋 

藤
岡
市
　
原
　
美
知
子

▼
小
澤
實
　
選

　
鱧
の
皮
た
ま
り
醤
油
の
香
ば
し
よ 

品
川
区
　
蔵
田
か
を
り

　
蠅
虎
妻
遅
き
夜
の
敷
布
替
へ 

千
葉
市
　
左
官
屋
宇
兵
衛

一
般
の
部
　
特
選

　

毎
年
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
の
命
日
で
あ
る
10
月
12
日
に
翁
の
偉
業

を
称
え
遺
徳
を
偲
ぶ
「
芭
蕉
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
台
風
19
号
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の

各
部
門
の
特
選
・
最
優
秀
と
、
一
般
の
部
で
入
選
し
た
市
内
の
皆

さ
ん
の
句
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
応
募
数
】

　

一
般
の
部
：
８
，
３
１
２
句

　

テ
ー
マ
の
部
：
１
，
８
２
８
句

　

児
童
・
生
徒
の
部
：
２
４
，
３
５
５
句

　

英
語
俳
句
の
部
：
28
カ
国
か
ら
７
１
２
句

　

連
句
の
部
：
１
０
９
巻

　

絵
手
紙
：
９
１
５
枚　

ポ
ス
タ
ー
原
画
：
５
９
８
枚 

【
問
い
合
わ
せ
】

　

文
化
交
流
課　

☎
22
・
９
６
２
１　

℻  
22
・
９
６
１
９

　

　

b
u
n
k
a
@

city
.ig

a
.lg

.jp
　
（
公
財
）

芭
蕉
翁
顕
彰
会　

☎
21
・
４
０
８
１　

℻  
51
・
６
７
９
６
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▼河原地英武　選（訳）

a small stone

the heat on my palm--

Atomic Bomb Dome（てのひらの小石の熱さ原爆忌）

Hiromi Yoshida ／ Japan

Rose of Sharon 

blooming at the mountain pass

Basho once walked（木
む く げ

槿咲く芭蕉辿りし峠道）

Kyoko Shimizu ／ Japan

テ
ー
マ
：
「
朝
」

▼
片
山
由
美
子
　
選

　

南
朝
の
黒
木
御
所
跡
蟬
し
ぐ
れ 

奈
良
市
　
渡
辺
　
政
子

　
朝
涼
や
筧
を
落
ち
る
水
の
艶 

本
巣
市
　
加
藤
万
亀
子

テ
ー
マ
の
部
　
特
選

▼
北
原
春
屏
　
林
転
石
　
宮
川
尚
子
　
西
田
青
沙
　
共
選

半
歌
仙
『
早
苗
哉
』
の
巻愛

知
県
　
こ
ろ
も
連
句
会
　
出
原
樹
音
　
捌

さ
ば
き

雨
折
々
思
ふ
こ
と
な
き
早
苗
哉 

芭
蕉
翁
　
　
　

　
一
羽
涼
し
く
立
て
る
白
鷺 

板
倉
　
　
合

ク
レ
パ
ス
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
い
つ
ぱ
い
に 

間
瀬
　
芙
美

　
髭
伸
び
て
ゐ
る
父
さ
ん
の
顔 

稲
垣
　
渥
子

ト
レ
ー
ラ
ー
行
く
先
照
ら
す
月
丸
く 

石
川
　
　
葵

　
山
積
み
に
せ
し
特
産
の
柿 

正
村
　
　
有

二
人
し
て
浅
き
夢
見
む
秋
遍
路 

平
　
　
羽
州

　
新
妻
の
切
る
豆
腐
大
き
め 

出
原
　
樹
音

豊
満
な
胸
は
モ
ン
ロ
ー
顔
負
け
で 

坪
井
眞
知
子

　
皮
膚
科
で
貰
ふ
亜
鉛
華
軟
膏 

由
川
　
慶
子

ラ
イ
オ
ン
が
嗅
い
で
悦
ぶ
象
の
糞 

有

　
休
日
電
車
着
ぶ
く
れ
の
客 

羽

月
冴
ゆ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
荒
れ
模
様 

長
坂
　
節
子

　
雑
音
混
じ
る
短
波
放
送 

小
野
　
芳
梅

曾
祖
母
の
忌
明
け
の
お
斎
並
び
ゐ
て 

深
津
　
明
子

　
窓
を
開
け
れ
ば
軟
東
風
の
吹
く 

渥

石
段
を
登
る
坂
道
花
万
朶 

芙

　
里
の
子
ど
も
と
遊
ぶ
の
ど
ら
か 

羽

令
和
元
年
六
月
二
十
五
日
　
満
尾
　
豊
田
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

連
句
　
特
選

英語俳句の部　特選

　
久
米
小
学
校
三
年
　
井
田
　
瑛
大

絵
手
紙
　
特
選

　
玉
滝
小
学
校
四
年
　
川
島
　
瑠
夏

ポ
ス
タ
ー
原
画
　
最
優
秀

赤
翡
翠
こ
れ
が
最
後
の
一
目
惚

お
う
お
う
と
山
の
神
呼
び
山
開
き

初
蝶
の
ふ
れ
合
ひ
て
風
か
が
や
か
す

手
話
の
指
清
流
と
な
り
鮎
と
な
り

鐘
一
打
千
の
屋
根
越
え
暮
の
秋

鱧
の
皮
た
ま
り
醤
油
の
香
ば
し
よ

蠅
虎
妻
遅
き
夜
の
敷
布
替
へ

左
官
屋
宇
兵
衛
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し



【
保
育
所
（
園
）
・
幼
稚
園
・
小
学
校
一
〜
三
年
】

▼
下
村
哲
朗 
・
土
井
陽
代 
・
浜
地
和
恵 
・
藤
井
充
子 
・
山
村
勝
子 

　
共
選
（
五
十
音
順
）

あ
め
あ
が
り
に
じ
の
い
り
ぐ
ち
お
い
か
け
て 

中
瀬
城
東
保
育
園
　
福
田
　
千
晴

こ
ん
に
ち
は
へ
ん
じ
が
な
い
ぞ
か
か
し
か
な 

古
山
保
育
園
　
辻
　
　
美
羽

ぱ
ん
と
し
て
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら
の
た
ね
を
と
る 

ゆ
め
が
丘
保
育
園
　
里
　
　
奨
真

ゆ
う
す
ず
み
し
な
が
ら
と
ど
け
る
か
い
ら
ん
ば
ん 

友
生
小
学
校
一
年
　
山
中
　
理
愛

か
た
つ
む
り
し
ゅ
う
ご
う
ば
し
ょ
で
み
つ
け
た
よ 

成
和
東
小
学
校
一
年
　
松
島
　
綾
音

は
つ
ぼ
ん
の
て
つ
だ
い
わ
た
し
ふ
き
ん
ほ
す 

阿
山
小
学
校
一
年
　
森
川
　
雛
名

え
ん
天
下
け
り
上
げ
き
め
た
は
つ
ゴ
ー
ル 

上
野
東
小
学
校
二
年
　
西
山
　
誠
剛

気
が
つ
く
と
生
ま
れ
て
い
た
よ
メ
ダ
カ
の
子 

上
野
西
小
学
校
二
年
　
中
林
　
将
也

ミ
ニ
ト
マ
ト
べ
ん
と
う
ば
こ
で
ひ
か
っ
て
る 

上
野
西
小
学
校
二
年
　
中
村
　
裕
大

水
着
に
も
海
の
思
い
出
持
ち
帰
り 

久
米
小
学
校
三
年
　
中
森
　
大
愛

台
風
で
し
ん
ぱ
い
し
て
る
通
学
路 

三
訪
小
学
校
三
年
　
花
本
　
祥
稀

夏
休
み
ホ
テ
ル
の
ま
ど
は
海
い
っ
ぱ
い 

東
京
都
　
扇
橋
小
学
校
三
年
　
鈴
木
　
　
凜

【
小
学
校
四
〜
六
年
】

▼
喜
多
冨
美 

・
坂
石
佳
音 

・
東
構
東
子 

・
福
山
良
子 

　
共
選
（
五
十
音
順
）

ぼ
く
を
見
る
大
き
な
目
玉
雨
が
え
る 

上
野
西
小
学
校
四
年
　
片
山
　
　
蓮

ひ
や
け
あ
と
お
父
さ
ん
と
同
じ
あ
と 

友
生
小
学
校
四
年
　
松
本
　
樹
南

さ
く
ら
ち
る
ラ
ン
ド
セ
ル
へ
と
さ
く
ら
ち
る 

柘
植
小
学
校
四
年
　
菊
地
　
王
芽

イ
ノ
コ
ヅ
チ
私
の
服
を
し
し
ゅ
う
す
る 

西
柘
植
小
学
校
五
年
　
橋
口
仁
侑
子

夕
立
が
す
ぎ
て
ま
も
な
く
は
く
ち
ょ
う
座 

島
ケ
原
小
学
校
五
年
　
谷
岡
　
宙
星

白
い
月
ホ
タ
ル
の
光
り
に
げ
て
い
く

 

メ
ル
ボ
ル
ン
国
際
日
本
語
学
校
五
年
　
跡
部
　
　
連

せ
み
の
声
心
拍
音
と
同
化
す
る 

上
野
西
小
学
校
六
年
　
長
谷
　
淳
史

面
ご
し
の
剣
先
に
じ
む
夏
げ
い
こ 

府
中
小
学
校
六
年
　
辻
井
　
直
樹

石
き
り
が
遠
く
へ
飛
ん
で
夏
の
川 

柘
植
小
学
校
六
年
　
安
村
明
日
翔

【
中
学
校
】

▼
岡
島
千
秋 

・
北
村
み
ち 

・
島
井
節 

・
西
村
八
洲
子
　
共
選
（
中
学
校
、
五
十
音
順
）

稲
を
か
る
祖
父
の
か
た
か
ら
バ
ッ
タ
と
ぶ 

城
東
中
学
校
一
年
　
峯
山
　
友
愛

草
け
っ
て
バ
ッ
タ
は
宇
宙
目
指
す
か
な 

霊
峰
中
学
校
一
年
　
青
山
　
佳
樹

爽
や
か
や
襞
ス
カ
ー
ト
が
風
に
な
る 

東
京
都
　
お
茶
の
水
中
学
校
一
年
　
土
谷
吏
俐
子

つ
り
皮
の
手
裏
剣
マ
ー
ク
梅
雨
じ
め
り 

城
東
中
学
校
二
年
　
東
構
　
美
桜

し
し
の
子
の
二
頭
入
る
や
朝
の
お
り 

上
野
南
中
学
校
二
年
　
福
壽
　
悠
仁

万
緑
の
山
そ
び
え
た
つ
竹
田
城 

東
京
都
　
高
輪
中
学
校
二
年
　
佐
々
木
　
悠

キ
ラ
キ
ラ
と
僕
の
竿
か
ら
逃
げ
る
鮎 

三
重
県
　
宮
川
中
学
校
三
年
　
大
森
　
聖
真

青
春
の
先
頭
を
往
く
揚
羽
蝶 

愛
知
県
　
供
米
田
中
学
校
三
年
　
渡
辺
　
美
愛

夕
焼
に
呑
み
込
ま
れ
ゆ
く
港
町 

福
岡
県
　
前
原
中
学
校
三
年
　
矢
野
　
駿
太

【
高
等
学
校
】

▼
佐
々
木
経
子 
・
永
井
み
よ
　
共
選
（
高
等
学
校
、
五
十
音
順
）

石
橋
や
飲
ん
で
呑
ま
れ
る
秋
出
水 

上
野
高
等
学
校
一
年
　
德
田
　
雄
也

い
つ
も
来
る
小
鳥
に
あ
ら
ず
羽
根
の
色 

伊
賀
白
鳳
高
等
学
校
一
年
　
山
本
　
吏
虎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
君
の
汗
僕
の
汗 

東
京
都
　
麻
布
高
等
学
校
一
年
　
土
谷
　
多
央

児
童
・
生
徒
の
部
　
特
選
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一
般
の
部
　
入
選

※
伊
賀
市
在
住
の
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
有
馬
朗
人
　
選

南
朝
の
土
の
匂
ひ
の
葛
根
堀
る 

坂
石
　
佳
音

▼
稲
畑
汀
子
　
選

父
逝
き
し
よ
り
蛍
に
心
寄
せ 

子
日
　
康
子

躾
糸
解
き
て
試
着
の
汗
光
る 

山
村
　
勝
子

人
通
す
だ
け
に
括
り
し
萩
の
寺 

西
澤
与
志
子

晴
れ
き
ら
ぬ
雨
の
余
情
に
ほ
と
と
ぎ
す 

北
村
　
み
ち

▼
茨
木
和
生
　
選

椿
落
つ
蓑
虫
庵
に
井
戸
二
つ 

永
井
　
み
よ

冬
の
霧
た
だ
電
柱
の
続
く
道 
米
田
　
朝
子

幣
掛
け
て
い
よ
よ
茅
の
輪
と
な
り
に
け
り 
福
山
　
良
子

▼
宇
多
喜
代
子
　
選

甚
平
の
赤
子
の
腕
の
太
き
こ
と 

森
永
真
里
奈

混
雑
の
小
町
通
り
や
青
嵐 

福
沢
　
義
男

▼
小
澤
實
　
選

防
火
水
浮
草
押
し
て
鯉
の
口 

杉
谷
　
美
保

鶏
の
視
線
の
先
の
雨
蛙 

林
　
　
康
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
汗
と
涙
で
え
ぐ
れ
た
り 

服
部
　
　
歩

眼
裏
に
敗
戦
の
日
の
日
の
丸
機 

山
村
　
俊
夫

水
抜
き
し
田
に
日
の
濃
く
て
豊
の
秋 

山
本
　
智
子

▼
黒
田
杏
子
　
選

梅
雨
出
水
田
畑
流
し
て
な
ほ
猛
る 

西
田
ゆ
か
り

古
文
書
を
曝
書
せ
し
部
屋
風
少
し 

森
井
ま
さ
ゑ

瑠
璃
蜥
蜴
瑠
璃
煌
煌
と
古
墳
走
す 

土
井
　
陽
代

秋
祭
心
浄
ま
る
笙
の
笛 

土
永
　
京
子

豪
雨
禍
の
今
も
過
疎
村
秋
立
ち
ぬ 

桑
原
　
陽
子

梅
雨
寒
や
駅
の
ホ
ー
ム
の
堅
き
椅
子 

米
田
　
朝
子

真
直
ぐ
見
し
慰
安
婦
像
に
青
葉
雨 

中
嶋
　
國
博

▼
坂
口
緑
志
　
選

人
参
の
花
を
涼
し
く
生
け
て
癒
ゆ 

宮
谷
ふ
さ
子

蒼
穹
は
深
き
静
け
さ
山
法
師 

米
野
て
る
み

万
屋
の
残
る
里
曲
や
燕
来
る 

島
井
　
　
節

研
ぎ
て
消
す
鑿
の
刃
毀
れ
つ
く
つ
く
し 

下
村
　
哲
朗

羽
化
を
へ
し
薄
羽
蜉
蝣
生
絹
め
く 

川
口
　
登
子

▼
塩
田
薮
柑
子
　
選

天
高
し
宇
宙
探
査
に
期
す
未
来 

滝
川
　
瑶
星

青
葉
光
げ
古
代
の
神
秘
深
き
墓
地 

山
添
　
桜
花

模
索
す
る
有
機
農
法
田
草
取
る 

森
本
　
禾
穂

秋
の
風
忘
れ
去
ら
れ
し
兵
の
墓 

中
西
　
紀
歩

老
鶯
の
谺
す
渓
の
翁
の
碑 

山
森
　
桂
花

▼
棚
山
波
朗
　
選

売
家
の
土
手
に
一
面
蕗
の
た
う 

保
田
ひ
ろ
子

懸
大
根
軒
端
明
る
き
大
和
棟 

片
山
　
妙
子

父
の
日
の
牛
舎
に
細
る
鼻
木
か
な 

稲
森
す
ま
子

鈴
鹿
嶺
へ
太
鼓
ひ
た
打
つ
山
開
き 

西
野
登
志
子

梅
雨
空
の
晴
れ
間
見
つ
け
て
畑
仕
事 

福
岡
　
秀
明

稲
の
花
和
銅
の
里
の
し
づ
け
さ
に 

下
村
　
哲
朗

母
の
日
や
母
の
遺
せ
し
桐
の
下
駄 

松
尾
　
紀
子

鳶
の
輪
は
村
の
大
き
さ
春
耕
す 

米
野
て
る
み

菜
殻
火
の
弾
け
る
音
や
山
暮
る
る 

宮
谷
ふ
さ
子

▼
西
村
和
子
　
選

水
に
水
被
せ
被
さ
る
大
瀑
布 

田
畑
　
寛
一

胸
擦
ら
ん
ば
か
り
水
面
へ
夏
つ
ば
め 

服
部
登
紀
子

▼
長
谷
川
櫂
　
選

霧
襖
峡
の
九
戸
は
老
女
の
み 

片
山
　
妙
子

野
の
風
を
引
つ
ぱ
る
蜘
蛛
の
力
糸 

寺
田
　
ち
ゑ

▼
星
野
椿
　
選

待
ち
合
は
す
俳
聖
殿
の
夏
木
立 

前
出
美
千
子

小
正
月
里
訪
ふ
こ
と
も
遠
の
き
し 

松
井
　
和
子

蝉
時
雨
ふ
と
立
ち
止
ま
る
芭
蕉
句
碑 

山
本
カ
ヨ
子

生
き
甲
斐
は
農
ひ
と
す
ぢ
や
稲
の
花 
山
下
　
久
美

彫
深
き
高
虚
子
の
句
碑
露
涼
し 
北
村
　
み
ち

夾
竹
桃
湖
中
に
赤
き
大
鳥
居 

西
村
八
洲
子

青
嵐
に
古
刹
の
鐘
の
鳴
り
や
ま
ず 

田
畑
　
寛
一

伊
賀
山
河
遠
く
近
く
に
秋
立
て
り 

桑
原
　
陽
子

沙
羅
の
花
一
つ
落
ち
れ
ば
一
つ
咲
き 

藤
下
　
恒
星

▼
正
木
ゆ
う
子
　
選

凌
霄
花
よ
じ
登
る
木
の
あ
れ
ば
こ
そ 

福
森
千
恵
子

ラ
ン
ド
セ
ル
三
色
並
ぶ
養
花
天 

植
田
美
由
喜

鼻
歌
が
夫
と
重
な
る
ソ
ー
ダ
水 

森
永
真
里
奈

蜉
蝣
は
水
よ
り
出
で
て
風
と
な
る 

池
本
　
準
一

▼
宮
田
正
和
　
選

蟇
鳴
き
や
み
青
き
闇
も
ど
る 

森
永
　
康
子

夏
つ
ば
め
一
閃
田
の
面
突
つ
切
れ
り 

服
部
登
紀
子

妙
法
の
火
を
生
む
山
の
暗
さ
か
な 

小
川
ひ
と
み

山
霧
の
に
は
か
に
塞
ぐ
峠
越
え 

稲
森
す
ま
子

大
琵
琶
を
囲
む
山
嶺
雲
の
峰 

佐
々
木
経
子

蟇
鳴
く
や
と
ん
ぼ
返
り
の
子
を
送
る 

宮
谷
ふ
さ
子

仰
ぎ
見
て
夏
の
星
座
を
子
と
探
す 

柘
植
由
紀
子

▼
片
山
由
美
子
　
選

紅
花
干
す
朝
の
雲
行
き
見
て
ゐ
た
り 

宮
谷
ふ
さ
子

新
雪
の
山
か
ら
の
ぼ
る
朝
日
か
な 

和
田
　
柏
忠

田
も
畑
も
眠
ら
せ
今
朝
の
牡
丹
雪 

菊
山
　
時
子

朝
の
月
芥
子
の
花
び
ら
よ
り
薄
き 

山
本
　
正
紀

朝
戸
繰
り
を
れ
ば
囀
り
ひ
と
し
き
り 

服
部
登
紀
子

石
橋
や
飲
ん
で
呑
ま
れ
る
秋
出
水

い
つ
も
来
る
小
鳥
に
あ
ら
ず
羽
根
の
色

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
君
の
汗
僕
の
汗
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区　分 募　集　職　種 基本日額＊

１

一般事務補助員、各地区市民センター事務員、庁舎案内業務員、日直業務員、八幡町
市民館管理業務員、木興町市民館管理業務員、しろなみ児童館管理業務員、寺田市民
館管理業務員、ライトピアおおやまだ管理業務員、ごみ収集（不法投棄収集）等業務員、
ごみ収集基地用務員、子育て支援センター支援員（免許無）、薬剤助手、医療事務補助員、
教育支援員、教育活動サポーター、社会教育推進員、幼稚園用務員、学校用務員、給
食調理員（免許無）、生涯学習センター窓口業務員

7,067 円

２

高度事務補助員、市民活動支援業務員、各地区市民センター所長、電話総合案内業務
員、通訳兼納税相談員、空家対策業務員、消費生活相談員（資格無）、木興町市民館
長、久米町市民館長、八幡町市民館生活相談員、いがまち人権センター生活相談員、
いがまち人権センター外出支援員、ライトピアおおやまだ生活相談員、青山文化セン
ター生活相談員、通訳業務員、し尿汲取手数料徴収員、保育士（免許無）、清掃作業員、
職業相談員、土木作業員、島ヶ原財産区管理業務員、島ヶ原財産区作業員、診療所医
事業務員、医師事務補助員、学校施設営繕業務員、給食調理員（免許有）、社会教育
指導員

7,504 円

３

移住・交流推進員、空家対策業務員（資格有）、柘植老人憩いの家看護師、不燃性廃
棄物処理場業務員、し尿収集作業員、家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、子育
て支援センター支援員（免許有）、こども発達支援センター相談員、ファミリー・サポー
ト・センターアドバイザー、女性相談員、保育所准看護師、レセプト点検専門員、市
営住宅使用料徴収員、看護助手、介護福祉士、適応指導教室指導員、教育相談員、青
少年センター主任補導員、教育集会所主事

8,053 円

４

芭蕉翁記念館学芸員、多文化共生相談員、消費生活相談員（資格有）、まえがわ隣保
館児童育成支援員、生活保護面接相談員、生活困窮相談支援員、生活困窮就労支援員・
生活保護就労支援員、中国残留邦人自立支援通訳支援・相談員、こども発達支援セン
ター相談員（センター長）、こども家庭支援員、保育士（免許有）、早朝・延長保育士、
栄養士、市民病院保育士、教育研究センター事務局長、幼稚園教諭、養護助教諭、特
別支援教育支援員、日本語指導補助員、人権教育推進員、古文書解読調査員、スクー
ルバス運転手

8,862 円

５ 保育所看護師、市民病院准看護師、検査技師、管理栄養士、社会同和教育指導員 9,515 円

６ 保育所主任看護師、保健師、診療所看護師、市民病院看護師 10,044 円

＊基本日額は、１日７時間 45 分勤務した場合の日額単価を表示しています。実際の１日の勤務時間に応じて割り

戻し、日額単価を算出することになります。

例）区分 2 の職種が１日７時間勤務の場合　7,504 円× 7 ／ 7.75 時間＝ 6,777 円（1 円未満切り捨て）

※各職種の採用予定者数や業務内容などは、募集要項・市ホームページをご覧ください。

※随時募集する場合があります。その場合には、市ホームページなどに募集案内を掲載しますので、ご確認くだ

さい。

１　伊賀市会計年度任用職員募集区分

令和２年度採用　会計年度任用職員を募集します

　地方公務員法、地方自治法の改正に伴い、令和２年４月から会計年度任用職員制度が開始されます。現在

の嘱託職員や臨時職員の職は、会計年度任用職員制度に基づく職に移行します。

　市では、令和２年４月１日から任用する会計年度任用職員を募集します。
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　次のいずれにも該当しない人

○禁固刑以上の刑に処され、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人

○当該地方公共団体から、懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人

○人事委員会または公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第５章に規定する罪を犯し刑に処せられた人

○日本国憲法施行の日以後に、日本国憲法またはそのもとに成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、またはこれに加入した人

○成年被後見人または被保佐人（12 月 14 日法律施行日前に選考する場合に限る。）

※その他、職種によっては、必要な免許・資格などの条件があります。

　任用する担当課などにより、面接による選考試験を行います。

※応募者に後日お知らせします。

任用期間 1 年以内　※任用後 1 カ月間は試用期間です。

報酬など

通勤手当相当額は、通勤距離などに応じて支給します。

期末手当は、一定の要件を満たした場合に支給します。

その他時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、特殊勤務手当相当額を常勤職員に準じ

て支給します。

職種や担当業務の内容によって支給される内容が異なります。

詳しくは募集要項・市ホームページをご覧ください。

勤務場所 市役所本庁舎、各支所、各地区市民センター、各市民館、保育所（園）、小・中学校など

年次有給休暇 10 日以内（６カ月の継続勤務経過後に付与）

社会保険など
健康保険法、厚生年金保険法・雇用保険法の定めるところにより、それぞれ加入します。（勤務

日数・時間により、加入しない場合があります。）

提出書類 会計年度任用職員任用選考応募用紙

申込先 人事課　　※郵送または持参

申込期間 11 月 5 日㈫～ 29 日㈮　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　　※土・日曜日、祝日は除く。

２　応募資格

３　選考の方法

４　申込方法

５　勤務条件など

○合格者は令和 2 年度の採用候補者名簿に登載され、必要に応じて順次採用内定します。この名簿からの採用は

令和 2 年 4 月 1 日以降です。なお、合格者は採用予定者数よりも多く決定される場合がありますので、名簿に

登載されても採用されない場合があります。

○応募用紙に虚偽の記載されていることが判明した場合、合格を取り消し、採用しません。

６　採用について

７　問い合わせ

人事課　☎ 22-9605　℻   22-9742　 jinji@city.iga.lg.jp
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【
市
政
功
労
賞
】

英
　
成
樹
さ
ん
（
上
野
桑
町
）

　

旧
上
野
市
議
会
議
員
を
３
期
（
９
年

６
カ
月
）
、
伊
賀
市
議
会
議
員
を
２
期

（
４
年
５
カ
月
）
と
永
き
に
わ
た
り
議

会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
上
野
市
議
会
で
は
、
副
議
長
、
産
業
経
済
常
任

副
委
員
長
と
し
て
、
伊
賀
市
議
会
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性

化
対
策
特
別
委
員
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地
域

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

八
尾
　
光
祐
さ
ん
（
上
野
三
之
西
町
）

　

平
成
17
年
７
月
の
上
野
西
部
地
区
住

民
自
治
協
議
会
設
置
時
か
ら
13
年
10
カ

月
の
永
き
に
わ
た
り
、
住
民
自
治
協
議

会
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
社
会
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
伊
賀
市
上
野
住
民

自
治
地
区
連
合
会
で
は
４
年
間
会
長
に
就
任
し
、
会
の
円
滑

な
運
営
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
賀
市
人
権
政
策
審
議
会
は
じ
め
多
く
の
市
附
属
機

関
な
ど
の
委
員
を
務
め
、
各
施
策
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
野
　
俊
介
さ
ん
（
大
阪
府
岸
和
田
市
）

　

「
サ
ン
ピ
ア
伊
賀
」
の
施
設
代
表
者

と
し
て
、
平
成
13
年
６
月
か
ら
17
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
（
一
社
）
伊
賀
上
野
観

光
協
会
の
理
事
・
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、

市
や
観
光
協
会
が
行
う
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
に
積
極
的
に
参
画

し
、
情
報
発
信
と
観
光
誘
客
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
官
民
共
同
組
織
「
伊
賀
の
ほ
ん
ま
も
ん
協
議
会
」

の
会
長
も
務
め
ら
れ
、
県
内
外
で
伊
賀
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

展
開
さ
れ
、
市
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

福
森
　
隆
久
さ
ん
（
上
野
西
大
手
町
）

　

旧
上
野
市
消
防
団
団
長
及
び
上
野
市

消
防
委
員
会
委
員
を
４
年
間
、
伊
賀
市

消
防
委
員
会
委
員
を
14
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
務
め
ら
れ
、
消
防
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
伊
賀
市
消
防
委
員
会
委
員
長
を
13
年
９
カ
月
務

め
ら
れ
、
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
、
消
防
及
び
救
急
力
の
整

備
な
ど
、
伊
賀
市
消
防
の
発
展
と
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ

と
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
　
充
子
さ
ん
（
上
野
丸
之
内
）

　

（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会
の
理
事
を

12
年
10
カ
月
の
永
き
に
わ
た
り
務
め
ら

れ
、
芭
蕉
顕
彰
と
俳
句
啓
発
や
市
の
文

化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

芭
蕉
祭
で
は
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
「
児
童
・
生
徒
の
部
」
の

選
者
を
35
年
務
め
ら
れ
る
ほ
か
、
自
ら
芭
蕉
顕
彰
・
俳
句
啓

発
を
行
う
べ
く
句
会
の
開
催
や
指
導
を
行
う
な
ど
、
俳
句
人

口
の
増
加
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故
　
上
田
　
保
隆
さ
ん
（
霧
生
）

　

芸
術
家
と
し
て
、
伊
賀
忍
者
を
主
人

公
に
し
た
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
梟
の

城
」
に
感
銘
を
受
け
、
伊
賀
者
の
化
身

と
し
て
「
梟
」
を
生
涯
に
わ
た
り
描
き

続
け
ら
れ
、
伊
賀
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
に
し
、
絵
画
活
動
を

通
し
て
伊
賀
の
風
土
に
育
ま
れ
た
感
性
を
追
求
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
賀
市
民
美
術
展
覧
会
（
市
展
「
い
が
」
）
で
、
運
営
委

員
を
９
回
、
平
成
23
年
度
に
は
運
営
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、

市
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
　
三
二
さ
ん
（
下
郡
）

松
本
　
照
子
さ
ん

　

自
宅
前
の
木
津
川
河
川
敷
と
堤
防
約

３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
草
刈
り
を
11
年
の

永
き
に
わ
た
り
自
主
的
に
続
け
ら
れ
、

地
区
の
美
観
維
持
、
不
法
投
棄
抑
制
に

よ
る
環
境
維
持
な
ど
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
四
季
の
花
が
咲
く
花
壇
の

整
備
や
彼
岸
花
の
植
栽
な
ど
を
行
い
、
地
域
住
民
が
集
う
憩

い
の
場
作
り
に
年
間
を
通
じ
て
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
地
域
の
奉
仕
活
動
の
模
範
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
賀
越
株
式
会
社
（
上
野
茅
町
）

　

平
成
22
年
度
か
ら
10
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
い
が
っ
こ
給

食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
中
学
校
９
校
に
配
食
さ
れ
る
給
食
材

料
と
し
て
、
天
然
醸
造
の
し
ょ
う
ゆ
と
み
そ
の
寄
贈
を
毎
年

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
食
文
化
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
食
育
と
安
全
安

心
な
給
食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
繋

げ
る
市
の
学
校
給
食
事
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
政
功
労
賞
・
善
行
賞
受
賞
者

【
善
行
賞
】

　

市
の
公
益
増
進
や
市
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
市
政
功
労
賞
と

奉
仕
活
動
や
善
行
の
あ
っ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
善
行
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
市

制
施
行
15
周
年
を
迎
え
る
11
月
１
日
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
す
。
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【問い合わせ】総合政策課

　☎ 22-9620　℻   22-9672

　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

　現在、地方では人口減少が加速し、単独の市町村で

医療や公共交通などの生活機能を維持・確保すること

が困難になりつつあります。

　このような課題を解決するため、同じ生活圏の市町

村が連携して、医療や産業振興、公共交通などの生活

機能を全体で確保し、住民の定住につなげることを目

的とした取り組みを「定住自立圏構想」といいます。

定住自立圏ってなに？

　今回新たに、奈良県山添村が加わることになり、

10 月８日に伊賀市と定住自立圏形成協定を締結しま

した。

　今回の協定締結により三重県・京都府・奈良県の３

つの府県、また関西圏・東海圏をまたぐ、全国的にも

珍しい定住自立圏を形成する

ことになり、圏域の名称も「伊

賀・山城南・東大和定住自立

圏（略称：伊
い

賀
が

城
じょう

和
わ

定住自立

圏）」と変更します。

　医療や防災、観光などの取

り組みを４市町村で連携し、

魅力ある圏域をつくり、定住

の促進に繋げていきます。

新しい仲間が加わりました

奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結しました

締結式の模様

山添村の茶畑

鍋倉渓

　伊賀市は、平成 28 年 10 月に京都府笠置町・南山

城村と定住自立圏形成協定を締結し、「伊賀・山城南

定住自立圏」として、共生ビジョンに基づき圏域の活

性化や住民の利便性の向上に繋がる事業に取り組んで

います。

伊賀市では

　奈良県の北東端に位置し、大和茶の栽培が盛んです。

観光の中心である県立月ケ瀬神
こう

野
の

山
やま

自然公園はつつ

じ、鍋
なべ

倉
くら

渓
けい

、神
こう

野
の

寺
じ

などで知られ、鍋倉渓には、たく

さんの大きな岩が何百メートルにもわたって重なって

おり、天狗同士のけんかで投げ

られた岩と伝えられています。

　また、藤堂藩にゆかりがあり、

歴史的にも伊賀市とつながりが

深い地域です。そのため従来か

ら、買い物、医療、通勤・通学

など日常生活での人の流れや、

住民相互の交流があります。

山添村ってどんなところ？

てんまる

（山添村キャラクター）

忍茶（伊賀・山城南・東大和

定住自立圏キャラクター）

自
治
地
区
連
合
会
で
は
４
年
間
会
長
に
就
任
し
、
会
の
円
滑

副
会
長
を
務
め
ら
れ
、

し
、
情
報
発
信
と
観
光
誘
客
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

芭
蕉
祭
で
は
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
「
児
童
・
生
徒
の
部
」
の

年
務
め
ら
れ
る
ほ
か
、
自
ら
芭
蕉
顕
彰
・
俳
句
啓

発
を
行
う
べ
く
句
会
の
開
催
や
指
導
を
行
う
な
ど
、
俳
句
人

芸
術
家
と
し
て
、
伊
賀
忍
者
を
主
人

公
に
し
た
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
梟
の

城
」
に
感
銘
を
受
け
、
伊
賀
者
の
化
身

と
し
て
「
梟
」
を
生
涯
に
わ
た
り
描
き

い
の
場
作
り
に
年
間
を
通
じ
て
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
地
域
の
奉
仕
活
動
の
模
範
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
中
学
校
９
校
に
配
食
さ
れ
る
給
食
材

料
と
し
て
、
天
然
醸
造
の
し
ょ
う
ゆ
と
み
そ
の
寄
贈
を
毎
年

郷
土
の
食
文
化
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
食
育
と
安
全
安

心
な
給
食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
繋

げ
る
市
の
学
校
給
食
事
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し



児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
・

　
　
　
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
週
間

　

子
育
て
の
中
で
、
し
つ
け
と
称
し
て
、
叩

い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も

の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
次
の

ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
な
が
ら
、
子
ど
も
に
向

き
合
い
ま
し
ょ
う
。

○
子
育
て
に
体
罰
や
暴
力
を
使
わ
な
い
（
子

ど
も
が
親
に
恐
怖
心
を
持
つ
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

伝
え
ら
れ
な
い
）

○
爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

○
親
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す

○
子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て
考
え

る

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
悲
惨
な
児
童
虐
待

事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
市
へ

２
０
２
件
の
虐
待
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
つ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
有
害
で
あ
れ
ば
虐
待
で
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
次
の
よ
う
な
行
為
で
す
。

○
身
体
的
虐
待

殴
る
・
蹴
る
・
投
げ
落
と
す
・
叩
き
つ
け

る
・
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
・
や
け
ど
を
負
わ

せ
る　

な
ど

○
性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
・
性
的
行
為
を
見

せ
る
・
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る　

な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
・
食
事
を
与
え
な
い
・

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
・
自
動
車
の
中
に
放

置
す
る
・
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
へ

連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

○
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
・
無
視
・
き
ょ
う
だ
い

間
で
の
差
別
的
扱
い
・
子
ど
も
の
目
の
前

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う　

な
ど

【
相
談
・
通
告
先
】

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
と
き
や
、
周
り

の
人
が
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
と
き
に
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
24
時
間
い
つ
で
も

児
童
相
談
所
に
相
談
で
き
る
、
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
す
。
虐
待
か
ど
う
か
の
事
実
確

認
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
・
通

告
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
そ
の
内
容

に
関
す
る
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

○
こ
ど
も
未
来
課

○
各
支
所
住
民
福
祉
課

○
伊
賀
児
童
相
談
所

　

☎
24
・
８
０
６
０

○
伊
賀
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
21
・
０
１
１
０

○
名
張
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
62
・
０
１
１
０

○
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

○
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
学
校
や
保
育
所

（
園
）
・
幼
稚
園　

な
ど

　

11
月
12
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
月
）（
女

性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
）
ま
で

の
2
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
実
施
期
間
で
す
。

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
買
売
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

○
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　

☎
０
５
７
０
・
０
・
５
５
２
１
０

○
三
重
県
女
性
相
談
所

　

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
５
９
・
２
３
１
・
５
６
０
０

○
こ
ど
も
未
来
課

○
伊
賀
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
21
・
０
１
１
０

○
名
張
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
62
・
０
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
未
来
課　

☎
22
・
９
６
０
９　

℻  
22
・
９
６
４
６　

ko
d

o
m

o
@

city.ig
a
.lg

.jp

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

愛
の
鞭む

ち

ゼ
ロ
作
戦

〜
子
ど
も
を
健
や
か
に

育
む
た
め
に
〜

11

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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伊賀市

　市では、「差別をなくす強

調月間」に、市内各地で人権

イベントを実施しています。

この機会にぜひ、近くの催し

にご参加ください。

11 月 11 日～ 12 月 10 日は「差別をなくす強調月間」です

あなたとわたし
　　　ちがっているけど 同じひと

【と　き】

　11 月 23 日（土・祝）　午後 1 時 30 分～
【ところ】

　島ヶ原会館
【内　容】
○人権作品紹介
○人権講演会
　「みんなが“主役”の未来へ～男女共同参画で滅び

ない地域づくり～」
　三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」
　専門員　服部　亜龍さん

【問い合わせ】

　島ヶ原支所振興課　☎ 59-2053　℻   59-3196

2019しまがはら人権のつどい

【と　き】

　12 月 8 日㈰　午後 1 時 30 分～
【ところ】

　伊賀市文化会館
【内　容】

○人権作品表彰式・人権作文朗読
○人権講演会
　「あるコピーライターの伝え方」
　㈱電通　コピーライター
　玉山　貴康さん

【問い合わせ】

　人権政策課
　☎ 22-9683
　℻   22-9684

人権を考える市民の集い 2019

【と　き】

　12 月 7 日㈯　午後 1 時 30 分～
【ところ】

　青山ホール
【内　容】

○人権作品紹介・人権作文朗読
○人権コンサート
　「小さな手のひらコンサート～自分のできることから、

身近なことから～」
　ベル・カントソプラノ歌手　渡辺　千賀子さん
【問い合わせ】

　青山支所振興課　☎ 52-1115　℻   52-2174

2019 人権のつどい

【と　き】

　11 月 17 日㈰　 午後 1 時 30 分～
【ところ】

　あやま文化センター
【内　容】

○人権作品受賞者紹介
○人権講演会
　「いま、人権・同和行政に問われて

いること～同和対策審議会答申を
振り返る～」

　（福）恩賜財団済生会
　理事長　炭谷　茂さん

【問い合わせ】

　伊賀支所振興課
　☎ 45-9108　℻   45-9120

差別をなくす　いがまちの集い

【と　き】

　11 月 24 日㈰　午後 1 時 30 分～
【ところ】

　大山田農村環境改善センター
【内　容】

○人権作品紹介・人権作文朗読
○人権講演会
　「命と時間のお話」 
　三重県ヘルプマークアンバサダー　田中　麻莉絵さん

【問い合わせ】

　大山田支所振興課　☎ 47-1150　℻   46-0135

おおやまだ人権フェスティバル 2019

【と　き】

　11 月 15 日㈮　午後７時～
【ところ】

　あやま文化センター
【内　容】

○人権作品紹介・人権作文朗読
○人権トーク＆コンサート
　「心の歌コンサート～あなたはあなたのままでそこに

咲いてください～」
　歌手　山本　かずみさん

【問い合わせ】

　阿山支所振興課　☎ 43-1543　℻   43-1679

あやま人権フェスティバル 2019
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【受付期間】

　11 月 11 日㈪～ 29 日㈮　午後 3 時～ 6 時

※土・日曜日、祝日を除く。

【対象者】　小学生

※申込者多数の場合は利用できないことがあります。

また決定は抽選となる場合があります。

【利用料】

　通常利用（平日の放課後など）の場合

　月額 8,000 円／人

※長期休業時（春・夏・冬休み）などは、別途料金が

必要です。

【申込書配布場所】

○各放課後児童クラブ　○こども未来課

○各支所住民福祉課

【申込先】　希望する放課後児童クラブ

【問い合わせ】

○こども未来課　○各支所住民福祉課

放課後児童クラブ名 所在地 定員

放課後児童クラブフレンズうえの 緑ケ丘中町 4354 番地 40 人

放課後児童クラブ第２フレンズうえの 緑ケ丘本町 4153 番地 60 人

放課後児童クラブキッズうえの 上野徳居町 3276 番地 40 人

放課後児童クラブふたば 上野紺屋町 3181 番地 70 人

新居放課後児童クラブ ＊ 東高倉 2055 番地 45 人

三訪放課後児童クラブ 三田 986 番地の１ 25 人

放課後児童クラブウイングうえの 西条 114 番地 40 人

中瀬放課後児童クラブ「ネバーランド」 西明寺 105 番地 30 人

放課後児童クラブ風の丘 ゆめが丘二丁目 11 番地 60 人

放課後児童クラブ第２風の丘 ゆめが丘六丁目６番地 60 人

成和西放課後児童クラブ 大内 748 番地 20 人

成和東放課後児童クラブ 猪田 1350 番地 30 人

柘植放課後児童クラブ 柘植町 2343 番地 30 人

西柘植放課後児童クラブ 新堂 160 番地 20 人

壬生野放課後児童クラブ 川東 1659 番地の５ 40 人

島ヶ原放課後児童クラブ 島ヶ原 4696 番地の９ 20 人

阿山放課後児童クラブ「ポップコーン」 馬場 1045 番地 50 人

大山田放課後児童クラブ「あっとほうむ」 平田 25 番地 30 人

放課後児童クラブ「げんきクラブ」 桐ケ丘二丁目 266 番地 55 人

いが放課後児童クラブ 久米町 872 番地の１ 20 人

◆ 来年４月からの利用を希望する人は申し込んでください

放課後児童クラブ利用希望者募集
【問い合わせ】こども未来課　☎ 22-9677　℻   22-9646　 kodomo@city.iga.lg.jp

＊令和２年４月から上野北小学校に通学する児童が対象です。また、放課後

児童クラブ名を「上野北放課後児童クラブ」に変更する予定です。

※いが放課後児童クラブは、民間の放課後児童クラブです。利用料金や申込

方法などが異なりますので、詳しくは直接クラブ（☎ 23-6587）までお

問合せください。

（令和元年 11 月 1 日現在）

放課後児童クラブ
　共働きなどで、学校終了後などに保護者が家庭に

いない小学生を対象に、専任の指導員が家族に代

わって遊びや生活の場を提供します。
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　市内で野焼きなどが原因の枯れ草
火災が平成 30 年で 42 件発生して
います。
　野外での焼却行為は「廃棄物の処
理及び清掃に関する法律」によって、
原則禁止されています。例外的に農
業上必要なもの、風俗習慣上または
宗教行事に関わるものなど一部の焼
却が認められていますが、火災とま
ぎらわしい煙などを発する恐れのあ
る行為をするときは、あらかじめ、
消防署に届出が必要です。
　また、焼却行為には、火災の危険
が伴いますので次の事項に十分注意
して行ってください。
○監視人を必ず置きましょう。
○火から離れるときは、完全に消火

しましょう。
○消火に必要な器具などを必ず準備

しましょう。
○風の強い日や空気の乾燥している

時の火入れはやめましょう。
○強風注意報や火災警報が発せられ

た場合は、火入れを中止しましょう。
○火入れをするときは、延焼しない

よう周囲の可燃物を除去しましょう。
○日の出から日没までに行いましょう。
○火災に備えて消防へ連絡できるよ

うにしておきましょう。
【問い合わせ】

　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻   24-9111

【実施期間】

　11 月９日㈯～ 15 日㈮
【防火標語】

　「ひとつずつ　いいね！で確認　
　火の用心」

　（2019 年度全国統一防火標語）
　全国的に建物火災の大半を住宅火
災が占めています。そのほとんどが
ちょっとした気のゆるみや不注意に
よって起きています。
　特に市内では、この時期から冬場
にかけて、コンロやスト－ブが原因
の火災が多発します。
　コンロの周囲やストーブの近くに
燃えやすいものを置かない、離れる
ときは火を消す、火をつけたまま給
油しないなどに注意しましょう。

【問い合わせ】

　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻   24-9111

　夫やパートナーからの暴力、職場
でのセクシャル・ハラスメント、ス
トーカー行為など女性をめぐるさま
ざまな人権問題についての相談を受
け付ける専用の電話相談窓口です。
　相談は、法務局職員または人権擁
護委員がお受けします。

【と　き】

　11 月 18 日㈪～ 24 日㈰
　午前８時 30 分～午後７時
※土・日曜日は午前 10 時～午後７時
（土・日曜日の電話相談は、名古屋
法務局の担当者が対応します。）

【相談番号】

　☎ 0570-070-810（全国共通）
【問い合わせ】

　津地方法務局人権擁護課
　☎ 059-228-4193
　℻   059-213-3319

【担当課】　人権政策課

　7 月 18 日に京都市伏見区で発生
した放火事件に伴い、ガソリンの詰
め替え販売についてガソリンスタン
ドへ次の３点を依頼しています。
○身分証の確認
○使用目的の問いかけ
○販売記録の作成
※ガソリンの詰め替え購入の際に

は、趣旨をご理解いただき、ご協
力をお願いします。

【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9103　℻   24-9111

　子ども・若者は、家族や社会にとっ
て、将来を担う大きな可能性を秘め
たかけがえのない存在です。
　子どもたちを取り巻く問題を解
決するためには、家庭や学校、地域、
企業などがつながり、青少年の健全
な育成に取り組んでいくことが重要
ですので、ご理解とご協力をお願い
します。
　教育委員会と伊賀市青少年育成市
民連絡会議では、次のことを重点的
に取り組んでいきます。
○子ども・若者育成支援広報啓発活

動の実施
○青少年に有害な環境をなくす活動

などの推進
○研修会などの開催・青少年相談業

務の推進
【相談場所】

　伊賀市青少年センター
　（伊賀市教育研究センター内）
　（上友生 785 番地）

【相談電話番号】　☎ 24-3251
【相談日・時間】

　月～金曜日（祝日を除く。）
　午前９時～午後４時

【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻   22-9692

ガソリンスタンドでの
ガソリンの詰め替え購入

お知
らせ 枯れ草火災に注意しましょう

お知
らせ

【問い合わせ】

　国体推進課
　☎ 43-9100　℻   43-9102

開催まであと　　　　　日694
昭和 50 年三重国体
思い出の品展示中

（阿山保健福祉センター内）

今月の納税

●納期限　12 月２日 （月）

納期限内に納めましょう

国民健康保険税（５期）

※納税は便利な口座振替で

【問い合わせ】

　収税課　☎ 22-9612

伊賀市の人口・世帯数

（令和元年９月 30 日現在）
 人口　91,349 人
　　　　（男）44,884 人
　　　　（女）46,465 人
 世帯数　40,586 世帯

全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週間

お知
らせ

秋季全国火災予防運動
お知
らせ

11 月は「子ども・
若者育成支援強調月間」

お知
らせ

「広報いが市」の点字版・録

音版を発行しています

　希望される場合はお問い合わ
せください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　

　☎ 22-9657　℻   22-9662

　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

◆所得税青色申告決算等説明会

【とき・ところ】

○11月18 日㈪　午後１時～３時
　ハイトピア伊賀　3 階ホール
○11月 22 日㈮　午前 10 時～正午
　名張市防災センター　２階防災研修室
　（名張市鴻之台１番町２）
※名張市防災センターに車でお越し

の人は、名張市役所駐車場をご利
用ください。

◆年末調整等説明会

【とき・対象者】

○11月19 日㈫
　午後１時 30 分～３時 30 分

郵便番号が〒518-0000～〒518-
0227 の人、前 3 桁が〒 519 の人

○11月 20 日㈬　午前 10 時～正午
郵便番号が〒518-0801～〒518-
1429 の人

【ところ】

　三重県伊賀庁舎　７階大会議室
※年末調整等説明会に関する書類

は、対象者に事前に送付しますの
で、当日必ず持参してください。

◆消費税軽減税率制度等説明会

【とき・ところ】

○11月18 日㈪　午後３時～４時
　ハイトピア伊賀　３階ホール
○11月19 日㈫
　午後３時 30 分～４時 30 分
　三重県伊賀庁舎　７階大会議室
○11月 20 日㈬　午後１時～２時
　三重県伊賀庁舎　７階大会議室

【問い合わせ】

○所得税青色申告決算等説明会
　上野税務署個人課税第一部門
　☎ 21-0289
○年末調整等説明会・消費税軽減

税率制度等説明会
　上野税務署法人課税部門
　☎ 21-0953

【担当課】　課税課

　伊賀市と志摩市は、平成 27 年か
ら物産交流イベントを実施してお
り、今年は伊賀市が会場になりま
す。市内で同日開催される伊賀風土
FOOD マーケット＆マーケットノ
トナリ（ハイトピア伊賀多目的広場）
と、ひぞっこ 4 周年感謝祭（平野
西町１番１）と連携して、「海の志
摩市」と「山の伊賀市」の魅力を市
内外に発信します。今年は尾鷲市も
参加します。

【と　き】　12 月８日㈰
　午前 10 時～午後３時

【ところ】

　上野公園第２・第３駐車場
【内　容】　伊賀米・伊賀牛などを
使った食べ物、伊賀焼、伊賀酒、志
摩市・尾鷲市の特産物などの販売、
ステージイベントなど

【問い合わせ】

　伊賀市・志摩市交流事業実行委員会
　（農林振興課内）
　☎ 22-9713　℻   22-9715

【と　き】　11 月 24 日㈰
　午後２時～３時 30 分

【ところ】

　ヒルホテルサンピア伊賀
　（西明寺 2756 番地の 104）

【内　容】

演題：時代をよむ
　～人生 100 年時代を
　どう生きる～
講師：ジャーナリスト
　田原　総一朗さん

【問い合わせ】

○（一社）伊賀医師会　☎ 23-5550
○医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　歌・踊り・演奏など やまなみ文化
協会の 11 サークルが出演します。

【と　き】

　11月 23 日（土・祝）　正午～
【ところ】

　西柘植小学校　体育館
【問い合わせ】

　やまなみ文化協会事務局
　（いがまち公民館）
　☎ 45-9122　℻   45-9160

　本庁舎停電のため、次の期間は、
コンビニエンスストアにあるマルチ
コピー機で住民票の写しなどが取得
できるサービスを休止します。

【休止期間】

　11 月 23 日（土・祝）
　午前６時 30 分～午後３時

【問い合わせ】

　戸籍住民課
　☎ 22-9645　℻   22-9643

　８月中旬に、対象と思われる人へ
申請書を郵送しました。申請期限は
12 月２日㈪です。申請期限を過ぎ
ると商品券の購入に必要な購入引換
券は受け取ることができません。早
めに申請してください。
※詳しくは広報いが市 8 月 1 日号

18 ページをご覧ください。
【申請先・問い合わせ】

　伊賀市プレミアム付商品券担当窓口
　☎ 22-9696　℻   22-9695

　10 月 15 日号でお知らせしたパ
ブリックコメント募集について、次
のとおり募集期間を変更します。皆
さんのご意見をお待ちしています。

【募集期間】

　10 月 16 日㈬～ 11 月 14 日㈭
【問い合わせ】

　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619

　火災を想定して消防車が集まり市
職員が消防救助訓練を行います。ご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

【と　き】　11 月 19 日㈫
　午後１時 30 分～２時 30 分

【ところ】　本庁舎
【問い合わせ】　管財課
　☎ 22-9610
　℻   24-2440

海の幸・山の幸
物産まつり 2019

催し 上野税務署説明会催し コンビニ交付サービスの休止
お知
らせ

市役所総合消防訓練
お知
らせ

伊賀市文化振興条例（案）
パブリックコメント期間変更

お知
らせ

伊賀市プレミアム付商品券の
購入申請はお済みですか

お知
らせ

在宅医療普及啓発事業講演会催し

やまなみ文化祭催し 　　

※携帯電話のバーコードリー
　ダー機能で読み込んでア
　クセスできます。

　広報いが市ＰＤＦ版を市ホーム
ページでご覧いただけます。
　http://www.city.iga.lg.jp/

広報いが市PDF版

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp
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　地域の皆さんの日頃の取り組みの
成果を展示します。力作をご覧くだ
さい。

【と　き】　11 月９日㈯～ 11 日㈪
　午前 9 時～（午後 5 時閉館）
※ 11 日㈪のみ午後１時閉館

【ところ】　青山ホール
【内　容】　絵画・書・彫塑・写真・
工芸・生花など

【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻   52-1211

第 4 回おはなし広場

　人形劇ボランティア“マンマミーダ”
による楽しい人形劇と紙芝居です。
　演目は「かさじぞう」です。絵本
でなじみのあるお話しを人形劇でお
楽しみください。

【と　き】　11 月 28 日㈭
　午前 10 時 30 分～ 11 時

【ところ】　青山図書室
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻   52-1211

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。

【と　き】　11 月 26 日㈫
　午後１時 30 分～４時

【ところ】

　名張市役所　会議室 304
　（名張市鴻之台１番町１番地）

【料　金】　200 円
　（認知症の人は無料。家族の会会
員は 100 円）
※認知症の人が参加する場合は、事

前に連絡してください。
【問い合わせ】

　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

　大地震に備えるため、一緒に避難
所運営に関する防災・減災を考えて
みませんか。

【と　き】　11 月 17 日㈰
　午後１時 30 分～４時

【ところ】

　前田教育会館　蕉門ホール
　（大谷 670 番地）

【内　容】

　「大災害の避難所運営を考える」
講師：

○第１部　津市南が丘地区自主防災
　協議会　会長　中村　保親さん
○第２部　NPO 法人益城だいすき
　プロジェクト・きままに
　代表理事　吉村　静代さん

【問い合わせ】

○（公財）三重県建設技術センター
　研修業務課
　☎ 059-229-5624
　℻   059-229-5621
○総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻   24-0444

【と　き】

○第６回：11 月 26 日㈫
○第７回：令和２年１月 28 日㈫
※すべて午後１時 30 分～３時

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室

【内　容】

○第６回
　演題：笑いヨガリーダーによる笑

　　　いのお話
　講師：笑いヨガリーダー
　　　　藤川　直紀さん
○第７回
　演題：伊賀市の外国人事情と外国

　　　人との共生社会
　講師：鈴鹿大学
　　　　国際地域学部教授
　　　　細井　和彦さん

【対象者】　20 歳以上の人
【問い合わせ】　上野公民館
　☎ 22-9637　℻   22-9692

人形劇がやってくる催し

【と　き】　11 月 24 日㈰
　午前 10 時～午後３時 30 分

【ところ】　あやま文化センター
【内　容】　臨床検査技師による健康
診査体験（骨密度測定・血管硬さ測
定・物忘れ検査・頸動脈エコー）

【定　員】

　頸動脈エコーのみ先着 140 人
※整理券当日配布（午前９時30分～）

【問い合わせ】

　三重県臨床検査技師会事務所
　☎ 059-231-1818
　（平日午前 11 時～午後１時）

【担当課】　健康推進課

◆寺田市民館「じんけん」パネル展

　「一人ひとりが生きやすい社会の 

　ために～性のあり方から考える～」

【と　き】

　11 月１日㈮～ 28 日㈭
　午前９時～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。
※ 11 月 12 日㈫・19 日㈫は午後

７時 30 分まで延長します。
【ところ】

　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】

　寺田市民館
　☎／℻   23-8728

◆いがまち人権パネル展

　「女性の人権問題」

【と　き】

　11 月５日㈫～ 21 日㈭
　午前９時～午後５時
※土・日曜日を除く。
※ 11 月７日㈭・14 日㈭は午後７

時 30 分まで延長します。
【ところ】

　いがまち人権センター
【問い合わせ】

　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻   45-9130

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

検査と健康展 in 伊賀催し 第５４回青山ふるさと美術
文化展覧会

催し 三重県建設技術センター
第１回地域防災講演会

催し

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　広報いが市・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご要望
をお聞かせください。

【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください

人権パネル展催し

悠々セミナ－催し
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要、料金の記載がないものは無料です。

　東京都内で「伊賀」にまつわるイ
ベントを集中的に開催し、「忍者の聖
地　伊賀」を PR します。関東在住
のお知り合いの人にご案内ください。

【と　き】

　11 月 15 日㈮～ 24 日㈰
【ところ】

　東京都内
※会場はイベントごとに異なります。

【イベント内容】

○伊賀上野 NINJA フェスタ㏌ 上野
恩賜公園

○江戸忍者百人衆
○伊賀流忍者バル
○まちづくりラウンドテーブル「集

え！ IGABITO」　など
※詳しくは、市ホーム

ページをご覧ください。
【問い合わせ】

　観光戦略課
　☎ 22-9670　℻   22-9695

【応募資格】

　中卒（見込含）で 17 歳未満の男性
【応募期限】

　令和 2 年 1 月 6 日㈪
※試験日、試験場、試験種目など詳

しくはお問い合わせい
ただくか、インター
ネットで自衛隊三重を
検索してください。

【応募先・問い合わせ】

　自衛隊伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

【担当課】　総務課

「子の春展」絵馬募集 ダンスフィットネス教室募集

陸上自衛隊
高等工科学校　生徒

募集

　令和２年１月５日
㈰から８日㈬まで開
催する「子の春展」
に展示する絵馬を募
集します。
　上野公民館で用意する板を使っ
て、新年の干支（子）にちなんだ絵
馬を作成してください。

【対象者】

　市内在住・在勤・在学の高校生以
上の人

【応募方法】

　作った絵馬を持参してください。
出品点数：１人１点
※自作に限ります。
※板は 30 人分用意しますので、上

野公民館まで取りに来てください。
【応募期限】

　12 月６日㈮
※作品は返却しません。

【応募先・問い合わせ】

　上野公民館
　☎ 22-9637　℻   22-9692

【勤務内容】

①給与支払報告書の確認作業や一般
事務補助

②申告会場の端末入力作業や一般事
務補助

【勤務期間】

①令和２年１月７日㈫～３月 31日㈫
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
②令和２年１月 31日㈮～３月５日㈭

のうち 17 日間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※いずれも土・日曜日、祝日を除く。

【勤務場所】　課税課
【募集人数】

① 5 人　② 3 人
【賃　金】

　6,820 円／日
※距離に応じて交通費支給あり

【応募方法】

　履歴書を持参または郵送で提出し
てください。

【選考方法】

　面接
【応募期限】

　11 月 22 日㈮　午後５時 15 分
※郵送の場合は、当日消印有効

【応募先・問い合わせ】

　課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618

課税課臨時職員募集

【と　き】

　12 月 21 日㈯、令和２年１月 18
日㈯、２月 15 日㈯、３月７日㈯
　すべて午後２時～３時（全４回）

【ところ】

　ハイトピア伊賀　５階
　多目的大研修室

【内　容】

　運動が苦手な人やこれまでレッス
ンに参加したことがない人でも、楽
しみながら運動できる教室です。こ
の教室をきっかけに運動を習慣づけ
ませんか。
講師：健康管理士一般指導員
　　　田畑　直美さん

【対象者】

　小学生以上
　※小学生は保護者同伴

【定　員】

　60 人
※定員を超える場合は抽選し、結果

を申込者全員に郵送またはメール
で通知します。

※抽選は 12 月３日㈫　午前 10 時か
らハイトピア伊賀５階で行います。

【申込方法】

　電話または市ホームページから申
し込むか、上野公民館にある申込書
に記入の上、下記まで申し込んでく
ださい。

【申込期限】

　11 月 29 日㈮　午後５時
【申込先・問い合わせ】

　上野丸之内 500 番地
　ハイトピア伊賀５階
　上野公民館
　☎ 22-9637　℻   22-9692

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※携帯電話のバーコード
　リーダー機能で読み込
　んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」

I
い が

GA N
に ん じ ゃ

INJA W
う ぃ ー く

EEK i
いん

n T
と う き ょ う

OKYO催し
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市ホームページアドレス　https://www.city.iga.lg.jp/

　お正月に家庭に飾る寄せ植えを作
ります。

【と　き】

　12 月 11 日㈬
　午後２時～３時 30 分

【ところ】

　伊賀市シルバーワークプラザ　２階
　（西明寺 2782 番地の 92)

【対象者】

　市内在住の 60 歳以上の人
【料　金】

　1,500 円（材料費）
【定　員】

　25 人
※応募者多数の場合は、抽選とします。

【申込方法】

　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記までお伝えください。

【申込期間】

　11 月６日㈬～ 25 日㈪
【申込先・問い合わせ】

　（公社）伊賀市シルバー人材センター
　☎ 24-5800　℻   23-2040

【担当課】　商工労働課

　地域医療に携わる医師を確保する
ために設けられた推薦入試地域枠Ｂ
の出願は、市長の推薦を受けること
が要件となります。

【推薦要件】

　次のすべてを満たす人
○三重大学の推薦要件を満たすこと
○扶養義務者が市内に３年以上居住

していること
○学校長の推薦を受けること
○卒業後、地域医療に携わる確約が

できること
※詳しくはお問い合わせいただくか、

市ホームページ・三重大学推薦入
試学生募集要項をご覧ください。

【選考方法】　面接
【面接日時】

　11 月 26 日㈫　午後３時～
【提出書類】

　学校長の推薦依頼書・確約書など
【申込方法】

　学校を通じて申し込んでください。
【申込期間】

　11 月１日㈮～ 15 日㈮　※必着
【申込先・問い合わせ】

　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻  22-9673

【と　き】

　11 月 19 日㈫
　午後１時 30 分～３時 30 分

【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】

　離乳食後期（３回食）の話・離乳
食の調理と試食

【定　員】

　20 人　※先着順
【持ち物】

　母子健康手帳・筆記用具・エプロ
ン・三角巾・手拭きタオル・託児に
必要なおもちゃ・オムツなど

【申込方法】

　住所・参加する保護者と子どもの
氏名・生年月日・電話番号・託児希
望の有無を下記までお伝えください。

【申込受付開始日】

　11 月５日㈫
【申込先・問い合わせ】

　上野丸之内 500 番地
　ハイトピア伊賀４階
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666

お正月用寄せ植え教室募集

【と　き】

　12 月 13 日㈮　午後２時～４時
【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】

　世界トップレベルと言われる男女
平等の国・フィンランドの暮らしを
紹介します。社会制度、家族や夫婦
のあり方など、日本とは違った視点
から、男女平等に向けた取り組みを
学びませんか。
○演題：海外からジェンダーを考える
○講師：元非営利団体フィンランド
　　　　難民支援職員
　　　　亀谷　優子さん

【対象者】

　市内在住・在勤の人
【定　員】

　40 人　※先着順
【申込方法】

　住所・氏名・電話番号を下記まで
お伝えください。

【申込受付開始日】

　11 月８日㈮
【申込先・問い合わせ】

　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

令和２年度三重大学医学部医学科
推薦入試地域枠Ｂの市長推薦

募集

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

離乳食教室募集 男女一緒に気づいて広がる
発見講座　フィンランド編

募集

　　
お薬手帳を1 冊に

　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心

　市政情報をお伝えしています。

　ケーブルテレビ17チャンネル

（青山は204チャンネル）・地上

デジタル放送121チャンネルで

放送中です。

　番組表は、各支所（上野支所を

除く。）・各子育て支援センターで

配布しているほか、右の２次元

コードからもご確認

いただけます。

行政情報番組

「ウィークリー伊賀市」
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まちかど通信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　このサミットは藤堂高虎ゆかりの地といわ

れる市町が交流し、情報交換するために行わ

れています。

　オープニングセレモニーのあと、甲
かっ

冑
ちゅう

パ

レードが行われ、陣羽織や甲冑姿の人が旧崇

広堂まで歩きました。

　この日は、藤堂高虎の偉業を再確認し、ゆ

かりの地の絆を深める１日となりました。

第 11 回高虎サミット in 伊賀上野（10 月５日）

甲冑姿でパレード

 ベント&キャンペーンの詳しい情報は  BCハウジング で検索！

 誌をご持参でWプレゼント！

 道165号線沿い

 el.0595-62-0006

開場時間／水曜日を除く10:00～18:00

エー・ビー・シー開発株式会社

大阪市福島区福島6-20-12 TEL.06-6458-7815
 張住宅公園

 賞品は予告なく変更される場合があります。 賞品は他のチラシ等の賞品と重複して受け取ることはできません。（WEB限定プ
レゼントを除く）＊「住まいのアンケート」はABCハウジング並びに当会場の出展住宅会社からお客様に対し、住宅購入・暮ら
しに関する情報等をご案内する目的で取得し利用します。1世帯1名様限り、期間中1回限り。20歳未満の方はご遠慮ください。

 来場プレゼント

 間中、住宅公園受付で

「住まいのアンケート＊」にお答え

ください。モデルホームご見学後、

ご覧の賞品をプレゼントします。

 写真はイメージです。

 水曜日を除く

3011/1金 土

 柄は選べません

さらに

 風 土鍋 風土鍋

 張住宅公園のみ有効

 ャラクター

小皿 ２枚
セット

洋風
のお鍋料理におすすめ

▲

ゆかりの地の代

表者らが一堂に

会しました。

▲伊賀上野城本丸広場から旧崇広

堂までをパレードしました。

　伊賀上野城本丸広場で第 36 回上野城薪能が開催さ

れました。

　岡本市長らにより舞台の両側にあるかがり火が灯さ

れたあと、狂言と能が披露されました。

　狂言の演目は「清水」で、大蔵流の茂山宗彦さんら

が出演。また、能の演目は「土蜘蛛」で、観世流の古

橋正邦さんらが演じました。

　この日は約 1,200 人が訪れ、幽玄の夜を楽しみま

した。

第 36 回上野城薪能（10 月５日）

秋を彩る名物

▲ 伊賀上野城を借景に

披露されました。

▲

舞台の上で繰り広げ

られる優雅な能。
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皆み
な

さ
ん
が
普ふ

段だ
ん

買
い
物
を
し
た

と
き
に
支し

払は
ら

う
消
費
税ぜ

い

・
地
方
消

費
税ぜ

い

の
税ぜ

い

率り
つ

が
10
月
１
日
か
ら

10
％
に
上
が
り
ま
し
た
。
消
費
税ぜ

い

率り
つ

が
上
が
る
と
、
買
い
物
を
し
た

と
き
に
支し

払は
ら

う
金き

ん

額が
く

が
高
く
な
り
、

皆み
な

さ
ん
の
買
い
物
意い

欲よ
く

が
落お

ち
込こ

ん
だ
り
、

家
計
に
大
き
な
影え

い

響
き
ょ
う

を
与あ

た

え
た
り
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
国
の
市
区
町
村
で
は
、
家

計
の
負ふ

担た
ん

緩か
ん

和わ

や
地ち

域い
き

の
景
気
対た

い

策さ
く

と
し
て
、

25
％
も
お
得
に
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券け

ん

を
期
間
限げ

ん

定て
い

で
販は

ん

売ば
い

し
て
い

ま
す
。

■
誰だ

れ

で
も
買
え
る
の
？

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券け

ん

は
消
費
税ぜ

い

率り
つ

の
引

き
上
げ
に
よ
る
影え

い

響
き
ょ
う

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
世
帯
の
負ふ

担た
ん

を
軽
く
す
る
た
め
の
も
の
で
、

誰だ
れ

で
も
買
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
買

え
る
の
は
、
住
民
税ぜ

い

が
非ひ

課か

税ぜ
い

の
人
（
課か

税ぜ
い

さ
れ
て
い
る
人
と
一い

っ

緒し
ょ

に
生
活
し
て
い
る
人

や
生
活
保ほ

護ご

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
除の

ぞ

き

ま
す
。）
と
、
３
歳さ

い

未
満
の
子
ど
も
が
い
る
子

　
　
　
　
　
　
　
　

育
て
世
帯
で
す
。

■
使
え
る
制
限
が
あ
り
ま
す

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券け

ん

は
１
冊さ

つ

５
，
０
０
０　

円
分
を
４
，
０
０
０
円
で
買
え
ま
す
。
１
人

当
た
り
５
冊
ま
で
買
え
る
の
で
、
最
大
５
，

０
０
０
円
分
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券け

ん

を
使
っ
て
、
商
品
券け

ん

取
と
り
あ
つ
か
い扱

店

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
市
内
の
ス
ー

パ
ー
や
小
売
店
な
ど
で
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

　

商
品
券け

ん

は
来
年
の
２
月
29
日
ま
で
使
え
ま

す
。
期き

限げ
ん

を
過す

ぎ
る
と
使
え
ま
せ
ん
の
で
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

商
工
労
働
課

　

☎
22
・
９
６
９
６　

℻
  
22
・
９
６
９
５

小
・
中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

こども広場
「プレミアム付商品券

けん

って何？」

本紙 18 ページの
「プレミアム付商品券

け ん

」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

　市内農産物直売所で、伊賀市国際

フェスタ 2019 が開催されました。

会場では、ギニア共和国の民族音楽

に合わせて踊るアフリカダンスやブ

ラジル柔道などが披露されました。

　そのほかにも、いろいろな国の文

化や食べ物などを紹介するコーナが

設けられ、訪れた人は異文化の音楽

や食べ物を楽しみながら交流を深め

ました。

伊賀市国際交流フェスタ 2019（10 月６日）

異文化に触れる

▲

アフリカダンス

のメンバーがス

テージを盛り上

げました。

▲ ベトナム料理のチェーが

ふるまわれました。
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【募集人数】

○理学療法士：1 人　　○作業療法士：1 人

○臨床工学技士：1 人　○医療事務専門職：1 人

【応募資格】

○理学療法士：昭和 45 年 4 月 2 日以降生まれで理

学療法士免許を持っている人

○作業療法士：昭和 45 年 4 月 2 日以降生まれで作

業療法士免許を持っている人

○臨床工学技士：昭和 45 年 4 月 2 日以降生まれで

臨床工学技士免許を持っている人

○医療事務専門職：昭和 60 年 4 月 2 日以降生まれ

で次の①②いずれかに該当する人

　①次のいずれかの資格などを持っている人

　　ア診療情報管理士　

　　イ診療報酬請求事務能力認定試験（医科）合格者

　　ウ医療事務管理士（医科）

②学校教育法による高等学校を卒業した人で、令和

2 年 3 月末時点で、同一病院で継続した実務経

験の期間を 5 年以上有する人

※免許・資格等は令和２年３月末までに取得見込みで

も可。

【勤務条件・賃金】

　市の条例・規則に定めるところによります。

【勤務場所】　上野総合市民病院

【応募方法】　病院総務課にある「伊賀市職員選考採用

試験受験申込書」（１通）を持参または郵送で提出し

てください。申込書は市ホームページからもダウン

ロードできます。

【選考方法】　作文・面接

【試験日】　12 月６日㈮

※時間などは応募した人に後日お知らせします。

【採用予定日】　令和２年４月１日㈬

【応募期限】

　11 月 22 日㈮　午後５時 15 分 ※必着

※郵送の場合は、簡易書留で送付してください。

【応募先・問い合わせ】

　〒 518-0823　伊賀市四十九町 831 番地

　上野総合市民病院事務部病院総務課

理学療法士・作業療法士・臨床工学技士・医療事務専門職を募集します
◆ 伊賀市の医療をともに支えていきませんか

【問い合わせ】上野総合市民病院病院総務課　☎ 24-1111　℻   24-1565　 byouin-soumu@city.iga.lg.jp

粗大ごみ戸別収集事業（有料）
【問い合わせ】廃棄物対策課　☎ 20-1050　℻   20-2575　 haikibutsu@city.iga.lg.jp

　市内に住所がある人を対象に、家具・寝具類・自

転車・ファンヒーター・家電製品などの粗大ごみを、

自宅前など申し込み時に指定する場所まで収集（有

料）に伺うサービスを実施しています。

　収集には１点につき 200 円分の粗大ごみ処理券

が必要で、１回の申し込みで５点まで利用できます。

※家電リサイクル法により、市では家電４品目（エ

アコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類

乾燥機）は収集できません。

【申込方法】

①粗大ごみ受付センターに電話で申し込む。

②市内のスーパー、商店、農協などの粗大ごみ処理

券取扱店で粗大ごみ処理券を購入する。

※粗大ごみ処理券取扱店など、詳しくは「資源・ご

み分別ガイドブック」戸別収集事業のページをご

覧ください。

※処理券の払い戻しはできませんので、必ず申し込

みをしてから必要な枚数を購入してください。

③粗大ごみに粗大ごみ処理券を貼り、予約した収集

日の午前９時（上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山

田支所管内）または午前８時 30 分（青山支所管

内）までに、申し込み時に指定した場所に出す。

※当日の立ち会いは必要ありません。

※申し込んだ粗大ごみ以外は収集できません。

【申込受付時間】　午前８時 30 分～午後５時

※土・日曜日、祝日、年末年始

　（12 月 29 日～１月３日）を除く。

【申込先】

《上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田支所管内》

　伊賀北部粗大ごみ受付センター　☎ 20-1255

《青山支所管内》

　伊賀南部粗大ごみ受付センター　☎ 64-8700

【問い合わせ】

《上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田支所管内》

　廃棄物対策課

《青山支所管内》

○青山支所振興課　☎ 52-1112　℻   52-2174

○伊賀南部環境衛生組合　☎ 53-1120
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　伊賀鉄道忍者線（伊賀線）は、1916（大正５）年

に開業以来、大正、昭和、平成、令和と４つの時代を走っ

てきました。この歴史ある路線の記録を残していくた

めに、大正、昭和期の忍者線（伊賀線）に関する写真（駅

などの施設や車両

の写真）を探して

います。

　写真やデータを

お持ちで、提供い

ただける人は、直

接、交通政策課ま

でお届けいただく

か、下記までご連絡ください。写真の場合は、電子デー

タとして保存し、原本はお返しします。

　皆さまのご協力をお願いします。

【問い合わせ】　交通政策課

　☎ 22-9663　℻   22-9694

　 koutsuu@city.iga.lg.jp

忍者線の昔の写真を探しています！

忍者線（伊賀線）だより

ママ、パパ見てて！　－管財課－

　「ママ、見ててな！」「パパ、見ててや！」と子

どもたちはよく言います。そして、何かを見せた

後に「な、できたやろ、すごいやろ。」と決まって

得意げな顔で言うのです。そんな表情を見て思わ

ず「すごいやん、やるなあ。」なんて褒めてあげる

と満面の笑みをこちらに返してくれます。そうやっ

て子どもたちは、自分でできることを増やしなが

ら大きくなっていきます。

　子どもの時はとても純粋に、自分でできるよう

になったことを、大人に褒めてもらいたい、時に

はご褒美が欲しいという気持ちでやっていたよう

に思います。親も家事をしながら、あるいは忙し

い中でも子どものために時間を作ってくれていた

ことでしょう。これは家庭の何気ない一コマにす

ぎないかもしれませんが、人とのより良い人間関

係を作っていくために、とても大切なことを教え

てくれているように思います。

　例えば、友達、同僚との関係、パートナーとの

関係、会社の部下と上司との関係などに置き換え

てみてください。状況に違いはあれど、誰もが「自

分の良い所を見てほしい、活躍している姿を見て

いてほしい」そして「褒めてほしい、認めてほしい」

はずです。ましてや見ていてほしい相手がパート

ナーや大切に思っている人、信頼・尊敬している

人であれば、より一層そう思うに違いありません。

見守る側にいる人は、目の前で貴重な成長過程に

ある姿を、自分に見せてくれているという喜びを、

その人と分かち合い、照れながらでも思い切り「褒

めて」「認めて」みてはいかがでしょうか。そうす

ることで、昨日より少しいい今日を過ごせると思

います。

　そして、相手だけではなく、自身も相手から喜

びや元気をもらいながら、いつの間にか成長して

いくのかもしれませんね。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

【と　き】　12 月８日㈰　午後１時 30 分～３時
【ところ】　大山田公民館　研修室
【内　容】　おなじみのキャラクターを、見た目だ
けでなく、味もおいしい巻き寿司にします。
講師：JSIA 認定飾り巻き寿司
　　　マスターインストラクター
　　　花村　明日香さん

【対象者】　市内在住・在勤の人
※小学生は保護者同伴

【料　金】　1,500 円
【持ち物】　巻き簾（30cm × 30cm 程度）、包丁、
布巾、ラップ、エプロン、三角巾、持ち帰り用保
存容器

【定　員】　20 人　※先着順
【申込方法】　住所・氏名・電話番号を下記までお
伝えください。

【申込期間】　11 月 8 日㈮～ 29 日㈮
※土・日曜日を除く。

【申込先・問い合わせ】

　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

飾 り 巻 き 寿 司 教 室

昭和 55 年頃の上野市駅
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図書館
　だより

《問い合わせ》

上野図書館　☎ 21-6868　℻ 21-8999

いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122

島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291

阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154

大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175

青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。

（30 分～１時間程度）

1 1 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈯

12日㈫

14日㈭

15日㈮

17日㈰

19日㈫

20日㈬

23日（土・祝）

26日㈫

27日㈬

28日㈭

12月4日㈬

10：30～

10：30～

14：30～

10：30～

10：00～

10：30～

10：30～

10：30～

10：30～

11：30～

10：30～

10：30～

10：30～

上野図書館

大山田図書室

阿山図書室

島ケ原老人福祉センター　清流

上野図書館

いがまち図書室

阿山図書室

大山田図書室

上野図書館

上野図書館

青山図書室

上野図書館

青山図書室

青山子育て支援センター

おはなしの会

おはなしたいむ（きらきら）

読み聞かせの会（はあと＆はあと）

読み聞かせ会（ネエ・よんで）

えほんのひろば（ちいさなねこ）

絵本の時間（お話の国アリス）

読み聞かせの会（はあと＆はあと）

あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

えほんの森（よもよも）

おはなしの会

おとなカフェ（おとな対象）

おひざでだっこのおはなし会

おはなしなあに？

あかちゃんこんにちは（だっこ）

□一般書

『世界お産　生まれやすい国ニッポンへ！』

きくち　さかえ／文・写真

　チベット、インド、イギリス、ブラジル、そして日

本。30年間で18カ国を巡り、世界各地のお産の現場

を取材してきた著者によるルポルタージュです。

□絵本

『サン・サン・サンタひみつきち』

かこ　さとし／著

　北極の氷の下に、誰も知らない秘密の大きな工場

がありました。一体そこでは何が行われているので

しょう。 クリスマスの準備の様子が描かれた楽しい

絵本です。

■一般書　

『いつの間に?! ココまで変わった学校の教科書』

コンデックス情報研究所／編著

『子どもと一緒に覚えたい貝殻の名前』

東海大学海洋学部／監修

『はじめよう！移動販売』　　　　　　 滝岡　幸子／著

■児童書

『北極と南極の「へぇ～」くらべてわかる地球のこと』

中山 由美／文・写真、秋草　愛／絵

『しぶがきほしがきあまいかき』石川　えりこ／さく・え

『ねこの町のホテル プチモンド』

小手鞠　るい／作、くま　あやこ／絵

■絵本

『こねこをひろったけどそだててみたら…』

新井　洋行／作

『おつきさまひとつずつ』　　　　　 長野　ヒデ子／作

『くるまがいっぱい！』　　リチャード・スキャリー／さく

◆今月の上野図書館の「郷土の歴史夜咄会」

【と　き】　11月15日㈮　午後６時～７時30分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【テーマ】　藤堂藩きっての能吏　西島　八兵衛

【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長

　　　　　北出　楯夫さん

◆ぬいぐるみとおはなし会＆おとまり会

【と　き】　11月９日㈯　午前10時30分～

【ところ】　大山田図書室

【内　容】　ぬいぐるみと一緒に

読み聞かせを楽しみます。ぬいぐ

るみたちが夜の図書室で何をして

過ごしたか、写真に撮ってお知ら

せします。ぬいぐるみのお迎え

は、11月16日㈯・17日㈰に来てください。

※おはなし会は、ぬいぐるみと一緒でなくても参

加できます。

【持ち物】　お気に入りのぬいぐるみ１体

【問い合わせ】　大山田図書室

図書館
　だより

《問い合わせ》

上野図書館　☎ 21-6868　℻ 21-8999

いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122

島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291

阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154

大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175

青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。

（30 分～１時間程度）

1 1 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈯

12日㈫

14日㈭

15日㈮

17日㈰

19日㈫

20日㈬

23日（土・祝）

26日㈫

27日㈬

28日㈭

12月4日㈬

10：30～

10：30～

14：30～

10：30～

10：00～

10：30～

10：30～

10：30～

10：30～

11：30～

10：30～

10：30～

10：30～

上野図書館

大山田図書室

阿山図書室

島ケ原老人福祉センター　清流

上野図書館

いがまち図書室

阿山図書室

大山田図書室

上野図書館

上野図書館

青山図書室

上野図書館

青山図書室

青山子育て支援センター

おはなしの会

おはなしたいむ（きらきら）

読み聞かせの会（はあと＆はあと）

読み聞かせ会（ネエ・よんで）

えほんのひろば（ちいさなねこ）

絵本の時間（お話の国アリス）

読み聞かせの会（はあと＆はあと）

あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

えほんの森（よもよも）

おはなしの会

おとなカフェ（おとな対象）

おひざでだっこのおはなし会

おはなしなあに？

あかちゃんこんにちは（だっこ）

□一般書

『世界お産　生まれやすい国ニッポンへ！』

きくち　さかえ／文・写真

　チベット、インド、イギリス、ブラジル、そして日

本。30年間で18カ国を巡り、世界各地のお産の現場

を取材してきた著者によるルポルタージュです。

□絵本

『サン・サン・サンタひみつきち』

かこ　さとし／著

　北極の氷の下に、誰も知らない秘密の大きな工場

がありました。一体そこでは何が行われているので

しょう。 クリスマスの準備の様子が描かれた楽しい

絵本です。

■一般書　

『いつの間に?! ココまで変わった学校の教科書』

コンデックス情報研究所／編著

『子どもと一緒に覚えたい貝殻の名前』

東海大学海洋学部／監修

『はじめよう！移動販売』　　　　　　 滝岡　幸子／著

■児童書

『北極と南極の「へぇ～」くらべてわかる地球のこと』

中山 由美／文・写真、秋草　愛／絵

『しぶがきほしがきあまいかき』石川　えりこ／さく・え

『ねこの町のホテル プチモンド』

小手鞠　るい／作、くま　あやこ／絵

■絵本

『こねこをひろったけどそだててみたら…』

新井　洋行／作

『おつきさまひとつずつ』　　　　　 長野　ヒデ子／作

『くるまがいっぱい！』　　リチャード・スキャリー／さく

◆今月の上野図書館の「郷土の歴史夜咄会」

【と　き】　11月15日㈮　午後６時～７時30分

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【テーマ】　藤堂藩きっての能吏　西島　八兵衛

【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長

　　　　　北出　楯夫さん

◆ぬいぐるみとおはなし会＆おとまり会

【と　き】　11月９日㈯　午前10時30分～

【ところ】　大山田図書室

【内　容】　ぬいぐるみと一緒に

読み聞かせを楽しみます。ぬいぐ

るみたちが夜の図書室で何をして

過ごしたか、写真に撮ってお知ら

せします。ぬいぐるみのお迎え

は、11月16日㈯・17日㈰に来てください。

※おはなし会は、ぬいぐるみと一緒でなくても参

加できます。

【持ち物】　お気に入りのぬいぐるみ１体

【問い合わせ】　大山田図書室

26広報いが市 2019 年（令和元年） 11 月１日号



情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎ 0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　忍者の里“甲
賀”にちなんだ、
にんにんフード
やグッズが 大
集合。 
　模擬店・水口
岡 山 城 バ ル ー
ン・ロードトレ
インなど、子どもから大人まで楽しめる、今まで
にない「忍者」をテーマにしたイベントが盛りだ
くさんのお祭りです。家族やお友達とぜひ遊びに
来てください。

【と　き】　11 月 10 日㈰
　午前９時～午後４時　※雨天中止

【ところ】　鹿深夢の森公園
　（甲賀市甲賀町大久保 507 番地２）
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　http://koka-soramame.jp/ninja/

【問い合わせ】

　忍者大祭実行委員会（甲賀市商工会青年部）
　☎ 0748-62-1676

～甲賀市に隠れし忍者よ、集まれ～
甲賀流忍者大祭2019

亀山市亀山市

～アートで街のにぎわいづくりプロジェクト～
亀山トリエンナーレ2020プレ企画

　来年開催の「亀山ト
リエンナーレ 2020」
に向けて、亀山茶や亀
山紅茶を使った商品を
提供する「Cafe ＠亀
山」や亀山茶のふるま
い、アートイベントを
開催します。

【と　き】　11 月 23 日（土・祝）
○ Café ＠亀山
　亀山茶のふるまい
　午後３時～６時
○アートイベント
　詩の朗読＋サウンド
　午後５時 30 分～　※開場は午後５時～

【ところ】　青木倉庫（亀山市東町 1 丁目 2 番地の 23）
【問い合わせ】

○亀山市産業振興課農業グループ
　☎ 0595-84-5082
○アートによる街づくりを考える会
　☎ 0595-82-4125

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　内科・小児科
【所在地】　上野桑町 1615 番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11 時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11 時
※受付は、診療終了時刻の 30 分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日・祝日診療を行っている医療機関は、救急医療情報センター

コールセンター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急・

　健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
　心と体のさまざまな相談に、24 時
間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。

11 月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5 時～翌日午前 8 時 45 分
土・日・祝日：午前 8 時 45 分～翌日午前 8 時 45 分

≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45 分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時 45 分

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】

　【名張市立病院（☎ 61-1100）】

　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制

日 月 火 水 木 金 土
１

　上野

２

　名張
３

　名張

４

　岡波

５

　名張

６

　岡波

７

　名張

８

　上野

９

　上野
10

　岡波

11

　岡波

12　

　上野

13

　岡波

14

　名張

15

　上野

16

　名張
17

　名張

18

　岡波

19

　名張

20

　岡波

21

　名張

22

　上野

23

　上野
24

　岡波

25

　岡波

26

　上野

27

　岡波

28

　名張

29

　上野

30

　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。
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伊
賀
市
の
文
化
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125

病気になりにくい

カラダを作る

健康レシピ

材料（２人分）
れんこん ………………………………………40g
長 芋 ……………………………………………50g
し め じ …………………………………………25g
にんじん ………………………………………20g

酢 ………………………………………100cc
水 ………………………………………100cc
砂糖 …………………………………大さじ１
塩 ……………………………………小さじ１
カレー粉 ……………………………小さじ２

１．れんこんは薄いいちょう切り、長芋
は半月切りにする。しめじは石づき
をとり、ほぐす。にんじんは短冊に
切る。

２．鍋に【A】を入れてひと煮立ちさせ、
れんこん・長芋・しめじ・にんじん
を加えて中火で煮る（約１分） 。

３．そのまま冷やして漬け込み、器に
盛り付ける。

●栄養量（１人前）：熱量　83kcal、塩分　2g
　１日あたりの塩分摂取目標量は、男性８g、女性７gです。

カレーピクルス

お酢でスッキリ習慣
　酢はクエン酸、酢酸、アミノ酸を豊富に含み、疲労

回復や食欲増進効果、さらに腸内環境をよくする働き

があります。腸内の善玉菌を増やすことで、便通の改

善効果が期待できます。今回は食物繊維たっぷりの根

菜を使い、酢を手軽にとれるレシピにしました。健康

の維持には一日大さじ 1 ～ 2 杯の酢が目安と言われ

ています。

上野総合市民病院 管理栄養士によるレシピです。

デザートご飯 小松菜の豆腐スープ

ヒレカツ カレーピクルス
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旧
上
野
市
庁
舎
（
上
野
丸
之
内
）

　

旧
上
野
市
庁
舎
は
、
昭
和
39
年
（
１
９

６
４
）
年
12
月
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築

家
坂
倉
準
三
（
１
９
０
１
―
６
９
）
に
よ

り
設
計
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
倉
は
、
20
世
紀
を
代
表
す
る
世
界
的

な
建
築
家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ（
１
８
８
７

―
１
９
６
５
）
に
フ
ラ
ン
ス
で
直
接
学
ん

だ
、
日
本
で
は
数
少
な
い
一
人
で
す
。
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
世
界
各
地
に
あ
る
建
築
作

品
群
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
東
京
の
国
立
西
洋
美
術
館
本
館
が

含
ま
れ
た
よ
う
に
、
国
内
外
で
は
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

坂
倉
は
、
戦
前
の
パ
リ
万
国
博
覧
会

で
設
計
し
た
日
本
館
が
建
築
部
門
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
、
戦
後
は
、
神
奈
川
県

立
近
代
美
術

館
、
岐
阜
県

羽
島
市
庁
舎

な
ど
数
多
く

の
建
物
の
設

計
を
行
い
、

戦
前
・
戦
後

の
日
本
の
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建

築
を
牽
引
し

ま
し
た
。

　

旧
上
野
市
庁
舎
は
、
緩
や
か
に
傾
斜
す

る
斜
面
を
巧
み
に
利
用
し
、
背
後
の
城
山

の
景
観
に
配
慮
し
た
坂
倉
の
建
築
と
し
て

は
珍
し
い
低
層
建
築
で
す
。
外
観
は
、
杉

板
の
型
枠
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放

し
の
柱
と
梁
、
外
壁
が
特
徴
的
で
、
大
き

く
張
り
出
し
た
軒
に
よ
り
ピ
ロ
テ
ィ
ー
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
面
玄
関
を
入
る

と
、
２
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
開
放
的
な
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
階
の
南

側
は
、
水
平
連
続
窓
と
高
い
天
井
に
よ

り
、
明
る
く
大
き
な
空
間
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
建
物
北
側
の
中
２
階
へ
の
階
段
は

緩
や
か
な
段
差
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
変

化
に
富
ん
だ
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

階
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
「
ハ
ツ
リ
」

と
い
う
手
法
で
加
工
し
た
議
場
を
中
央
に

配
置
し
、
そ
の
北
側
と
南
側
に
屋
上
庭
園

を
設
け
、
そ
の
周
囲
に
は
回
廊
が
巡
り
ガ

ラ
ス
越
し
に
庭
園
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
階
の
各
部
屋
は
板
壁
で
、
落
ち
着

い
た
居
室
的
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

旧
上
野
市
庁
舎
は
、
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
に
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会

か
ら
近
代
建
築
群
の
代
表
例
と
し
て
「
日

本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
の
１
つ
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
と
し
て
全

国
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
の
建
物
は
、
文
化

財
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
平
成
31
年
３

月
、
市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
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☎
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・
９
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７
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℻  
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・
９
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６
７

竣工間もない頃の旧上野市庁舎


